
は

じ

め

に

近
世
の
日
朝
外
交
体
制
は
慶
長
の
朝
鮮
通
信
使
来
日
、
己
酉
約
条
締
結
、
そ
し
て

柳
川
一
件
を
へ
て
確
立
し
た
、
と
さ
れ
る
。

関
ヶ
原
の
合
戦
後
、
実
質
的
に
徳
川
政
権
が
樹
立
し
た
が
、
政
権
の
正
当
性
を
示

す
た
め
の
課
題
の
中
に
、
日
朝
の
国
交
回
復
交
渉
が
あ
っ
た
。

徳
川
政
権
が
成
立
し
た
当
初
、
朝
鮮
と
の
国
交
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
に
よ
っ
て

断
絶
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
徳
川
政
権
の
正
当
性
を
国
内
外
に
示
す
た
め
に

は
、
豊
臣
政
権
が
残
し
た
課
題
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
朝
鮮

と
の
国
交
回
復
で
あ
り
、
国
交
回
復
を
通
し
て
朝
鮮
国
王
か
ら
日
本
国
を
預
か
る
政

権
の
長
と
し
て
自
ら
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
交
回
復
交
渉
に
当
た
っ

た
の
が
対
馬
宗
氏
で
あ
り
、
徳
川
政
権
も
そ
の
交
渉
す
べ
て
を
対
馬
宗
氏
に
委
任
し

て

い

た

。

そ
も
そ
も
朝
鮮
と
の
国
交
回
復
は
対
馬
に
と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
対

馬
は
土
地
が
や
せ
て
お
り
、
米
を
初
め
と
し
た
農
作
物
が
育
ち
に
く
い
環
境
で
あ
つ

（

ｌ

）
た
。
そ
の
た
め
、
藩
の
財
政
は
朝
鮮
と
の
貿
易
利
潤
に
頼
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
朝
鮮

証
と
の
貿
易
な
し
で
は
藩
の
財
政
が
成
り
立
た
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

検
対
馬
宗
氏
の
主
導
に
よ
っ
て
「
朝
鮮
通
信
使
」
の
来
日
、
己
酉
約
条
締
結
に
よ
っ

（

２

）

癖
て
、
中
世
以
来
の
朝
鮮
と
の
国
交
と
貿
易
が
回
復
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
国
書
の
偽

議
造
改
寅
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
国
交
が
回
復
し
た
後
も
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、

審
遂
に
露
見
す
る
日
が
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
「
柳
川
一
件
」
で
あ
る
。

の
柳
川
一
件
と
は
、
対
馬
宗
氏
と
そ
の
家
臣
の
柳
川
氏
と
の
間
で
起
こ
っ
た
お
家
騒

謂
動
が
そ
の
発
端
で
、
審
議
の
過
程
で
、
国
言
偽
造
・
改
窟
、
将
軍
の
使
者
の
無
断
派

川
遣
な
ど
の
外
交
上
の
「
不
正
」
が
明
ら
か
に
な
り
、
朝
鮮
外
交
の
あ
り
方
を
見
直
さ

（

３

）

柳
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
大
事
件
で
あ
る
。

〈
論
文
〉

柳
川
一
件
の
審
議
の
再
検
証

所

太

郎

柳
川
一
件
の
研
究
は
中
村
栄
孝
が
日
朝
国
交
回
復
か
ら
近
世
日
朝
外
交
体
制
成
立

ま
で
の
過
程
を
追
う
中
で
論
じ
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
の
研
究
の
前
提
に
な
っ

て
い
る
。
中
村
は
「
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
下
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
に
お

い
て
、
①
慶
長
以
来
の
柳
川
氏
三
代
お
よ
び
島
川
、
松
尾
の
秘
策
が
暴
露
さ
れ
、
国

書
改
霞
に
か
か
わ
っ
た
者
が
処
罰
さ
れ
た
こ
と
、
②
そ
れ
を
契
機
に
し
て
徳
川
政
権

が
新
し
い
日
朝
外
交
体
制
を
確
立
さ
せ
た
、
（
以
酊
庵
輪
番
制
が
導
入
さ
れ
、
将
軍

の
呼
称
に
「
大
君
」
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
）
と
し
て
い
る
。

田
中
健
夫
は
「
章
鎖
国
成
立
期
に
お
け
る
朝
鮮
と
の
関
係
」
「
朝
鮮
学
報
』
第
三

十
四
輯
（
一
九
六
五
年
一
月
、
二
九
～
六
二
頁
）
に
お
い
て
、
徳
川
政
権
・
対
馬
・

朝
鮮
の
三
者
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
「
鎖
国
」
の
成
立
と
日
朝
関
係
と

の
関
連
、
「
鎖
国
」
体
制
の
も
と
で
の
日
朝
関
係
の
位
置
づ
け
を
論
じ
て
い
る
。
対

馬
宗
氏
は
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
「
日
本
の
統
一
政
権
の
代
弁
者
で
あ
る
と
い
う
立
場
」

を
強
調
し
、
徳
川
政
権
に
対
し
て
は
「
（
朝
鮮
と
徳
川
政
権
と
の
）
中
継
者
と
し
て
の

（

４

）

立
場
を
正
当
化
」
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
、
柳
川
調
興
が
家
康
の
も
と

で
直
参
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
柳
川
一
件
の
芽
に
な
っ
て
い
た
と
論
じ

（

５

）

て
い
る
。
ま
た
、
田
中
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
対
馬
と
朝
鮮
と
の
交
易
の
あ

り
方
、
柳
川
氏
の
出
自
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
荒
野
泰
典
や
田

代
和
生
な
ど
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

荒
野
泰
典
は
、
中
村
・
田
中
の
研
究
成
果
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
「
四
つ
の
口
」
に
お

（

６

）

け
る
軍
役
の
成
立
過
程
の
中
で
柳
川
一
件
を
論
じ
て
い
る
。

荒
野
は
、
家
光
の
御
前
審
議
の
前
日
に
書
か
れ
た
細
川
忠
利
の
書
状
を
も
と
に
以

（

”

ｆ

）

下
の
事
を
論
じ
て
い
る
。
当
時
の
領
主
層
の
共
通
認
識
と
し
て
、
朝
鮮
と
の
国
交
が

断
絶
し
た
場
合
は
再
度
出
兵
す
る
、
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
従
来
な
ら
ば
、
お
家
騒

動
が
起
き
た
場
合
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、
両
者
と
も
取
り
潰
さ
れ
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
徳
川
政
権
（
家
光
政
権
）
の
目
指
し
た
日
朝
関
係
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
宗
氏
と
柳
川
氏
の
い
ず
れ
か
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
中

で
柳
川
氏
が
敗
訴
し
た
理
由
は
、
①
徳
川
政
権
が
大
名
統
制
の
方
針
と
し
て
大
名
権

力
を
強
化
す
る
方
向
を
取
っ
て
い
た
こ
と
、
②
駿
府
政
権
以
来
の
ブ
レ
ー
ン
の
勢
力

を
排
除
し
て
、
将
軍
権
力
の
も
と
に
一
元
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
（
そ
の
中
で
柳

川
氏
は
駿
府
政
権
以
来
の
ブ
レ
ー
ン
に
属
し
て
い
た
。
）
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
経
て

（

８

）

朝
鮮
と
の
外
交
業
務
（
「
朝
鮮
押
え
の
役
」
）
が
対
馬
宗
氏
の
家
役
と
し
て
成
立
し
た
、
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と
論
じ
て
い
る
。

荒
野
の
研
究
成
果
を
踏
襲
し
、
柳
川
一
件
の
一
部
始
終
を
詳
細
に
論
じ
た
の
が
田

代
和
生
で
あ
る
。
田
代
は
、
著
書
『
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
」
（
創
文
社
、
一
九
八

一
年
）
に
お
い
て
、
判
決
に
は
喧
嘩
両
成
敗
の
論
理
が
働
い
た
、
と
論
じ
た
他
、
徳

川
政
権
が
柳
川
氏
に
下
し
た
判
決
の
内
容
の
他
、
柳
川
氏
が
幕
府
に
直
訴
す
る
行
動

（

９

）

を
取
り
え
た
理
由
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
先
の
荒
野
の
研
究
成

果
を
引
き
継
い
で
「
書
き
替
え
ら
れ
た
国
書
ｌ
徳
川
・
朝
鮮
外
交
の
舞
台
裏
ｌ
」
（
中

公
新
書
、
一
九
八
三
年
）
を
著
し
、
寛
永
一
三
年
二
六
三
六
）
に
来
日
し
た
朝
鮮
通

信
使
の
記
録
を
も
と
に
、
改
め
て
柳
川
氏
を
支
持
し
た
勢
力
の
存
在
を
具
体
的
に
明

（

旧

）

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
著
書
は
、
柳
川
一
件
が
起
こ
る
ま
で
の
対
馬
内
の
状
況
や
、

配
流
後
の
玄
方
長
老
の
様
子
な
ど
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

柳
川
一
件
の
ほ
か
、
田
代
は
対
馬
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料
を
読
み
込
み
、
対
馬
と

朝
鮮
と
の
交
渉
や
貿
易
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
（
例
え
ば
玄
方
長
老
の
朝

鮮
上
京
の
様
子
な
ど
）

さ
て
、
先
述
の
と
お
り
、
柳
川
一
件
を
論
じ
る
際
に
は
「
慶
長
の
朝
鮮
通
信
使
「
来

聴
」
の
際
に
徳
川
家
康
の
国
書
が
偽
造
さ
れ
た
」
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
る
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
○
年
代
に
は

高
橋
公
明
が
、
家
康
の
国
書
自
体
は
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
改
窟
さ
れ
て
送
ら
れ

（

Ⅲ

）

た
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
①
「
朝
鮮
通
交
大

紀
」
所
収
の
万
暦
三
五
二
六
○
七
）
年
正
月
付
の
礼
曹
参
判
呉
憶
齢
の
書
契
に
お
い

て
「
今
貴
国
王
、
先
奉
胆
尺
之
書
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
新
井
白
石
が
『
殊

号
事
略
」
に
お
い
て
同
書
の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
③
対
馬
側
が
全
継
信
に

対
し
、
家
康
「
国
書
」
は
本
多
正
純
の
協
力
を
得
て
実
現
に
到
っ
た
と
主
張
し
て
い

る
こ
と
、
④
江
戸
に
お
い
て
使
節
と
本
多
正
純
と
の
会
話
が
あ
っ
た
が
、
家
康
の
国

書
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ
た
際
に
、
正
信
が
何
ら
疑
問
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
、

の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。

高
橋
氏
の
説
を
継
承
し
つ
つ
一
九
九
○
年
代
に
は
閨
徳
基
が
、
偽
造
で
も
改
窟
で

（

吃

）

も
な
く
、
朝
鮮
に
送
ら
れ
た
家
康
の
国
書
は
本
物
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
説
に
対
し
て
米
谷
均
は
、
呉
億
齢
の
書
契
と
本
多
正
信
名
義
の
返
書
を

検
証
し
た
上
で
、
呉
億
齢
の
書
契
自
体
が
対
馬
に
よ
っ
て
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
本
多
正
信
名
義
の
返
書
も
偽
造
さ
れ
た
書
契
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
し

｜
、
審
議
の
始
ま
り

柳
川
一
件
の
審
議
は
、
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
に
始
ま
る
。
柳
川
調
興
は
宗
氏

か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
所
領
と
歳
遣
船
の
権
限
一
切
の
返
上
を
申
し
出
た
。
宗
義
成

は
こ
れ
を
「
不
臣
」
の
所
業
と
し
て
土
井
利
勝
に
訴
え
、
一
方
の
調
興
も
義
成
を
「
横

（

Ｍ

）

暴
」
と
し
て
土
井
利
勝
に
訴
え
て
い
る
。
事
の
発
端
は
朝
鮮
と
の
国
交
回
復
交
渉
の

頃
に
さ
か
の
ぼ
る
。

文
禄
・
慶
長
の
役
終
了
後
、
朝
鮮
と
の
国
交
は
断
絶
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
家
康

が
政
権
を
と
っ
た
後
、
対
馬
宗
氏
を
窓
口
に
し
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
交

渉
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
の
が
、
柳
川
調
信
と
智
永
（
景
直
）
で
あ
っ
た
。
交
渉
の
末
、

朝
鮮
の
使
者
来
聰
を
実
現
さ
せ
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
宗
義
智
は
徳
川
政
権
よ
り
、

肥
前
国
基
騨
群
・
養
父
群
二
八
○
○
石
を
与
え
ら
れ
、
参
勤
に
つ
い
て
も
三
年
に
一

（

脂

）

度
と
す
る
特
権
を
認
め
ら
れ
た
。
同
時
に
交
渉
の
中
心
と
な
っ
た
柳
川
智
永
も
宗
氏

に
与
え
ら
れ
た
肥
前
国
基
騨
郡
・
養
父
郡
二
八
○
○
石
の
う
ち
一
○
○
○
石
を
徳
川

政
権
の
命
令
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
「
五
位
・
諸
大
夫
」
の
叙
任
を
受
け
て

（

肥

）

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
柳
川
氏
は
徳
川
政
権
か
ら
、
宗
氏
と
並
ん
で
外
交
の
中
心
人

物
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
慶
長
一
八
（
一
六
一
三
）
年
に
宗
義
智
が
駿
府

の
徳
川
家
康
の
も
と
を
訪
れ
た
際
に
、
柳
川
智
永
の
息
、
調
興
を
、
対
馬
と
公
儀
と

て
、
高
橋
説
、
闘
説
を
否
定
し
、
改
め
て
家
康
の
国
書
が
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
あ

（
咽
）る
、
と
論
じ
て
い
る
。

以
上
研
究
史
を
概
観
し
て
き
た
が
、
審
議
の
具
体
的
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
・
先
述
の
よ
う
に
柳
川
一
件
の
審
議
は
国
書
の
偽
造
・

改
霞
・
す
り
替
え
、
そ
し
て
御
所
丸
（
日
本
国
王
使
）
の
無
断
派
遣
な
ど
の
外
交
上

の
不
正
が
明
る
み
に
出
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
態
解
明
が
主
た
る
目
的
と
し
て
行

わ
れ
た
。
し
か
し
、
『
寛
永
十
三
丙
子
年
朝
鮮
信
使
記
録
」
を
検
討
し
て
み
た
結
果
、

そ
れ
以
外
に
も
注
目
す
べ
き
審
議
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
稿
で
は
『
寛
永
十
三
丙
子
年
朝
鮮
信
使
記
録
」
を
も
と
に
、
審
議
に
お
い
て
何

が
問
題
と
さ
れ
、
何
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
か
を
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
初
期

の
日
朝
外
交
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
柳
川
一
件
の
研
究
の
新
た
な
可
能
性

を
考
え
て
い
き
た
い
。
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柳川一件の審議の再検証

（

Ⅳ

）

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
し
て
家
康
の
も
と
に
残
し
て
い
る
。

し
か
し
、
宗
氏
の
当
主
が
義
成
と
な
っ
た
と
き
に
宗
氏
と
柳
川
氏
は
対
立
関
係
に

（

肥

）

な
っ
て
い
っ
た
。
柳
川
調
興
は
肥
前
国
基
騨
郡
・
養
父
郡
一
○
○
○
石
を
与
え
ら
れ

た
こ
と
と
、
家
康
の
側
仕
え
を
し
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
、
徳
川
政
権
の
直
参
と
し

て
の
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
宗
氏
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
柳

川
氏
の
行
動
を
助
長
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
宗
義
成
が
家
督

を
継
い
だ
際
に
は
若
年
で
あ
り
、
外
交
の
実
務
を
遂
行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
元
和
の
朝
鮮
通
信
使
来
日
の
際
に
は
外
交
実
務
の
一
切
を
柳
川
氏
一
派
が
中
心

と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
柳
川
氏
は
徳
川
政
権
と
の
つ
な
が
り
を

笠
に
着
て
、
対
馬
内
で
内
政
・
外
交
の
面
で
頭
角
を
現
す
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に

は
宗
氏
の
支
配
を
離
れ
て
徳
川
政
権
の
直
参
に
な
る
こ
と
を
画
策
し
た
。
そ
し
て
、

義
成
を
訴
え
る
と
い
う
行
動
に
出
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
流
れ
か
ら
「
柳
川
一
件
」
の
審
議
が
始
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
本
格
的
な
審
議
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
寛
永
二
（
一
六
三
四
）
年
の

（

旧

）

一
○
月
か
ら
で
あ
る
。
審
議
の
一
切
は
将
軍
家
光
が
老
中
に
委
任
し
、
行
わ
れ
た
場

所
も
江
戸
城
で
は
な
く
老
中
の
屋
敷
で
あ
っ
た
。
出
席
し
た
人
間
も
土
井
利
勝
・
松

平
信
綱
・
阿
部
忠
秋
・
堀
田
正
盛
・
酒
井
忠
勝
と
い
っ
た
老
中
の
ほ
か
、
大
目
付
の

柳
生
宗
矩
、
町
奉
行
の
加
賀
爪
忠
澄
・
堀
直
之
、
そ
し
て
林
永
喜
と
い
っ
た
徳
川
政

（

別

）

権
の
中
枢
に
い
る
面
々
で
あ
っ
た
。

同
廿
日
依
り
二
昨
日
ノ
約
二
｜
到
レ
ハ
ニ
大
炊
頭
ノ
舘
二
｜
則
松
平
伊
豆
守
信
綱
阿
部
豊

後
守
忠
秋
柳
生
但
馬
守
加
賀
爪
民
部
堀
式
部
少
輔
各
在
リ
レ
座
二
間
一
一
件

之
事
ヲ
｜
故
二
於
二
先
年
阿
波
守
館
二
｜
所
ノ
レ
告
ク
ル
之
數
條
ヲ
以
テ
詳
説
ス
焉
則
諸
老
理
ト

シ
テ
ニ
余
ヵ
言
ヲ
｜
而
許
容
ス
焉
其
ノ
後
諸
老
召
シ
｜
ア
ニ
豊
前
調
興
ヲ
｜
被
ル
レ
問
ハ
ニ
彼
之
志
ヲ
｜

則
申
ン
｜
ァ
曰
某
子
對
ン
テ
ニ
於
對
馬
守
二
｜
無
し
有
ル
事
二
他
ノ
訴
一
其
ノ
實
或
ハ
可
ン
下
以
ア
ニ
誓

旨
ヲ
｜
證
ス
上
し
之
ヲ
餘
ハ
皆
ナ
如
シ
ニ
對
馬
守
之
言
シ
｜
焉
只
有
り
下
父
豊
前
ノ
守
辞
ス
ル
ノ
レ
世
ヲ

事
ハ
者
、
正
ク
蒙
二
東
照
殿
ノ
上
意
ヲ
｜
而
事
訣
ン
畢
ン
ヌ
然
ル
ー
今
安
ン
ニ
此
ノ
ー
條
ヲ
｜
被

謀
ヲ
｜
擁
ア
レ
袖
ヲ
出
ア
ニ
其
州
ヲ
｜
而
直
一
到
リ
ニ
駿
府
二
｜
愚
二
筒
ン
於
執
事
上
州
二
一
自
ラ

之
後
狂
ァ
欲
ル
ノ
レ
伏
二
死
セ
ン
ト
拙
子
ヲ
於
無
睾
ノ
地
二
一
之
謀
上
目
一
ァ
三
幸
灰
二
聞
ク
ニ
ニ
其
ノ
密

褐
シ
ニ
身
力
ヲ
｜
勤
メ
テ
ニ
奉
公
ヲ
｜
韓
展
ト
シ
以
テ
至
ル
ナ
リ
ニ
今
日
二
｜
也
且
シ
要
ル
ノ
ニ
其
悌
ヲ
｜
之

鵬
三
共
二
申
サ
ニ
於
対
馬
守
ノ
指
計
ノ
之
由
ヲ
｜
者
ハ
是
レ
全
ク
虚
偽
ナ
リ
ト
也
云
云
因
リ
テ
レ
此
二

又
従
リ
ニ
大
炊
頭
使
者
来
リ
迺
手
到
レ
ハ
則
諸
老
對
ン
レ
余
二
問
二
豊
前
ヵ
所
し
申
條
ヲ
｜
也

｜
乎
其
ノ
承
ル
ノ
ニ
於
公
命
ヲ
｜
之
言
卜
吐
ァ
猶
赤
有
ル
ヵ
レ
恐
歎
充
ァ
以
観
察
ン
タ
マ
へ
焉
云
云

ナ

リ

諸
執
事
許
容
ス
焉
此
ノ
時
大
炊
頭
言
ァ
曰
對
馬
守
之
言
皇
二
宜
也
且
ッ
薩
摩
對
馬
ハ
隣

州
二
~
ン
而
風
俗
モ
亦
相
上
似
タ
リ
今
ノ
薩
摩
守
之
帷
幕
ハ
其
ノ
家
臣
之
女
ナ
ル
時
ハ
則
對
馬
州
ノ

風
俗
モ
亦
概
ネ
可
ン
二
以
一
ァ
類
推
ス
｜
云
云

こ
の
日
の
審
議
は
土
井
利
勝
の
屋
敷
に
て
行
わ
れ
、
そ
の
場
に
は
松
平
伊
豆
守
信

網
、
阿
部
豊
後
守
忠
秋
、
柳
生
但
馬
守
・
加
賀
爪
民
部
・
堀
式
部
少
輔
な
ど
が
同
席

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
宗
義
成
と
柳
川
調
興
を
同
時
に
取
り
調
べ
る
の
で
は
な
く
、

交
互
に
呼
び
出
し
て
尋
問
を
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
発
言
内
容
は
不
明
だ
が
、
最

初
に
義
成
が
発
言
し
、
次
に
調
興
が
呼
ば
れ
、
義
成
の
発
言
内
容
を
め
ぐ
る
尋
問
が

さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
調
興
が
訴
え
た
内
容
は
以
下
の
二
点
。

①
父
、
智
永
の
死
後
、
調
興
を
殺
そ
う
と
す
る
謀
が
あ
っ
た
。
幸
い
ひ
そ
か
に
そ
の

密
談
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
何
と
か
対
馬
を
出
奔
し
、
直
ち
に
駿
府
に
向
か
っ
て

本
多
正
純
を
た
よ
り
、
家
康
に
奉
公
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

②
調
興
が
義
成
の
妹
を
要
っ
た
の
は
家
康
の
上
意
に
よ
る
も
の
で
、
義
成
の
指
示
で

あ
る
と
い
う
の
は
虚
偽
。

こ
の
発
言
を
受
け
て
、
義
成
が
反
論
し
た
内
容
は
以
下
の
二
点
。

①
調
興
を
駿
府
に
派
遣
し
た
の
は
、
ひ
た
す
ら
公
儀
を
重
ん
じ
て
お
り
、
遠
い
対
馬

の
国
に
い
る
私
に
代
わ
っ
て
家
康
公
の
そ
ば
に
仕
え
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
謀
反
を
た
く
ら
ん
で
対
馬
を
出
奔
し
た
と
し
て
も
、
（
義
成
の
）
父
・
義
智

が
そ
れ
を
見
逃
す
は
ず
が
な
い
。
調
興
を
無
実
の
罪
で
殺
そ
う
と
し
た
と
い
う
計

略
に
し
て
も
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
な
い
。

②
調
興
に
義
成
の
妹
を
要
ら
せ
た
の
は
、
父
・
義
智
の
指
図
で
あ
り
、
そ
の
段
取
り

余
答
ァ
曰
彼
之
言
甚
夕
偽
ナ
リ
也
其
レ
先
年
令
ン
シ
ム
ハ
三
レ
彼
ヲ
遣
二
候
七
於
駿
府
二
｜
之

幼
種
ノ
時
背
雫
二
主
命
ヲ
｜
含
曼
二
異
心
ヲ
｜
梯
ア
レ
袖
ヲ
出
ル
モ
レ
州
ヲ
拙
父
対
馬
守
豈
令
シ
メ
ン
ャ

事
ハ
者
專
ラ
是
レ
為
メ
ノ
下
余
ヵ
重
ン
・
ン
二
公
儀
ヲ
｜
奉
ス
ル
ヵ
中
代
職
造
之
故
ｒ
也
縦
上
彼
ノ
者

景
直
計
上
し
之
畢
ン
ヌ
然
ル
ー
今
没
シ
レ
之
ヲ
言
ス
ノ
下
承
ル
ト
ニ
於
東
照
明
君
ノ
命
ヲ
｜
之
趣
ヲ
上

三
レ
彼
陪
七
於
二
姻
婚
ノ
之
後
二
｜
事
卜
是
モ
亦
拙
父
義
智
ヵ
指
図
也
迺
テ
令
ン
シ
メ
下
ニ
レ
調
信

し
逃
し
去
し
之
ヲ
其
ノ
於
二
誹
裁
之
計
二
｜
又
タ
何
ノ
為
ス
ル
ニ
ヵ
レ
事
卜
之
レ
有
フ
シ
美
並
二
令
ン
シ
ム
ル

者
ハ
酷
夕
以
テ
虚
偽
也
其
故
何
ト
ナ
レ
也
ハ
者
捻
ァ
如
寿
ノ
ー
余
等
一
輩
フ
ノ
之
婚
姻
承
ル
ノ
ニ

上
計
ヲ
｜
之
事
ハ
皆
ナ
始
ル
ー
於
近
年
二
｜
性
昔
未
タ
ス
レ
間
カ
レ
有
ル
ヲ
呪
シ
ャ
於
ア
ヲ
ニ
余
ャ
陪
臣
二
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は
調
信
（
調
興
の
祖
父
）
と
景
直
（
智
永
の
こ
と
）
に
さ
せ
た
。
家
康
公
の
命
令
で

あ
る
と
い
う
の
は
甚
だ
し
く
虚
偽
。

こ
の
時
重
臣
は
薩
摩
で
も
同
じ
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
っ
て
、
大
き
く
取
り
上

げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
日
の
審
議
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
調
興
の

発
言
内
容
で
あ
る
。
調
興
は
、
家
康
の
も
と
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
ひ
と
え

に
自
ら
の
力
で
本
多
正
純
に
頼
み
込
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と
と
し
、
義
成
の
妹
を
要

っ
た
の
も
家
康
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
宗
氏
の
支
配
下
か
ら
逃
れ
て
家

康
の
直
参
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
義
成
の
発
言
内
容
に
従
え
ば
嘘

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
家
康
が
直
々
に
命
令
を
下
し
た
と
す
れ
ば
、
重
臣
た
ち

も
虚
偽
の
発
言
で
あ
る
こ
と
は
見
抜
く
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
調
興
が

あ
え
て
発
言
を
し
た
の
に
は
、
田
代
和
生
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
な
り
の

（

創

）

勝
算
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
審
議
に
お
い
て
も
、
調
興
側
の
人
間
は

虚
偽
の
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
も
の
は
や
は
り
、

（

亜

）

重
臣
の
中
に
調
興
を
支
持
す
る
人
間
が
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

二
○
日
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
田
代
和
生
が
、
『
書
き
替
え
ら
れ
た
国
書
ｌ
徳
川
．

朝
鮮
外
交
の
舞
台
裏
ｌ
」
（
中
公
新
書
、
一
九
八
三
年
）
の
中
で
触
れ
て
い
る
が
、
「
（
相

（

幻

）

互
に
）
言
う
こ
と
が
く
い
違
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
の
み
で
あ
り
、
中
村
栄
孝
・
田

中
健
夫
・
荒
野
泰
典
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、

審
議
の
主
た
る
目
的
が
外
交
問
題
の
解
決
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
が

理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
柳
川
一
件
の
審
議
を
経
て
近
世

の
日
朝
外
交
体
制
が
整
っ
た
こ
と
に
は
反
論
す
る
余
地
が
な
い
が
、
そ
れ
ば
か
り
に

と
ら
わ
れ
て
い
た
事
が
、
審
議
内
容
の
見
落
と
し
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
改
め
て
述

べ
て
お
き
た
い
。

審
議
の
争
点
の
中
心
が
外
交
問
題
に
な
る
の
は
同
年
二
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
一
日
、
三
日
、
そ
し
て
五
日
の
審
議
内
容
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

十
一
月
朔
為
メ
ニ
御
禮
ノ
｜
登
城
芙
直
二
随
二
諸
執
權
二
一
到
レ
ハ
ニ
酒
井
備
後
守
忠

朝
ノ
舘
二
一
則
諸
老
對
一
ア
レ
余
二
日
玄
方
長
老
先
年
假
リ
テ
ニ
公
儀
之
權
威
ヲ
｜
遂
ル
ノ
ニ
於

朝
鮮
二
上
京
ヲ
｜
之
趣
調
興
ヵ
所
ロ
ナ
リ
ト
レ
申
也
云
云
故
一
一
余
以
下
朝
鮮
禮
胄
ヵ
之
其
ノ
日
ノ

返
翰
井
一
調
興
若
年
ノ
時
所
ノ
レ
言
ス
之
不
ル
ノ
レ
可
レ
違
二
犯
ス
於
主
從
ノ
道
ヲ
｜
之
契
約
之

誓
旨
ヲ
｜
共
二
呈
ン
二
諸
執
事
二
｜
以
露
ン
下
於
上
京
之
不
レ
假
リ
｜
ア
ニ
公
儀
ヲ
｜
及
上
彼
レ
背
キ

ー
主
從
ノ
道
ヲ
｜
懐
ロ
ニ
ス
ル
レ
上
ヲ
之
事
上
正
ク
證
ス
ル
鱒
ハ
ニ
於
彼
ヵ
偽
迩
ン
｜
則
諸
老
各
一
覧
ン
テ

其
ノ
時
公
儀
之
答
害
モ
亦
於
二
對
州
二
｜
謀
害
偽
印
ン
以
テ
附
二
属
ン
於
二
彼
ノ
信
使
二
｜

畢
ン
ス
也
依
リ
テ
レ
是
二
錐
モ
三
某
子
屡
。
諫
ム
ト
ニ
其
ノ
非
義
ヲ
｜
卿
ヵ
無
ン
二
以
テ
許
容
ス
ル
ヲ
ー
ヵ
）

焉
今
欲
ス
ル
下
某
シ
子
ヵ
背
キ
ー
誓
契
二
｜
絶
ン
卜
中
上
下
之
道
ヲ
上
者
ハ
惟
タ
為
メ
ノ
レ
是
ヵ
故
ナ
リ
也

一

云

一

云

同
五
日
依
り
二
大
炊
頭
ノ
使
者
来
ル
ー
｜
迺
予
到
レ
ハ
則
諸
老
對
ア
ニ
余
ノ
言
二
二
曰
可
需
ノ
魍

相
三
等
ヌ
豊
前
調
興
ヵ
所
ノ
レ
訴
フ
ル
之
意
趣
ヲ
於
二
對
馬
守
二
｜
之
旨
仰
キ
ー
承
ル
上
意
ヲ
｜
也

云
云
余
答
へ
申
ン
曰
鴫
ァ
汚
ン
ィ
哉
彼
レ
巧
ニ
シ
レ
言
ヲ
偽
ア
レ
事
ヲ
将
ニ
レ
愛
セ
ン
ト
ニ
黒
白
ヲ
｜
也

ｂ

し

ゅ

・

つ

ど

・

っ

願
ク
ハ
得
ン
下
諸
老
正
ン
二
源
委
ヲ
｜
錫
ン
二
秋
毫
一
探
中
以
隠
徴
上
耳
諸
老
又
日
可
キ
ノ
レ
召

二
寄
ス
於
玄
方
長
老
七
右
衛
門
ヲ
｜
之
旨
仰
二
蒙
順
上
意
ヲ
’
也
云
云
余
答
申
ン
曰
承

ル
下
可
キ
ノ
下
召
二
寄
ス
於
斯
両
人
ノ
者
ヲ
｜
之
旨
ヲ
上
事
仰
テ
以
テ
所
ロ
レ
望
ム
也
若
シ
得
ハ
ニ
鞄
効

ノ
嚴
ナ
ル
事
悉
必
ス
為
メ
ニ
レ
余
ノ
大
幸
二
卜
也
云
云

一
日
の
審
議
に
お
い
て
、
調
興
は
、
以
酊
庵
の
長
老
・
玄
方
が
公
儀
の
権
威
を
無

断
で
使
用
し
て
朝
鮮
の
都
・
ソ
ウ
ル
に
上
京
し
た
こ
と
を
訴
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て

義
成
は
、
朝
鮮
の
礼
曹
か
ら
の
返
書
と
、
調
興
が
若
年
の
と
き
に
提
出
し
た
「
主
従

の
道
を
違
犯
し
な
い
」
と
の
契
約
の
誓
旨
、
の
二
点
を
重
臣
に
呈
示
し
、
①
上
京
に

つ
い
て
は
公
儀
の
権
威
を
無
断
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
調
興
の
行
い
は
主
従
の

道
に
反
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
を
訴
え
た
。

二
日
後
に
再
度
審
議
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
席
に
お
い
て
調
興
は
、
①
朝
鮮
か
ら

の
返
書
は
偽
造
さ
れ
た
も
の
で
、
執
筆
者
と
印
を
彫
っ
た
も
の
が
義
成
の
部
下
に
い

る
こ
と
、
②
そ
し
て
先
年
、
通
信
使
が
来
聰
し
た
際
に
、
将
軍
か
ら
の
返
書
が
対
馬

で
偽
造
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
の
二
点
を
訴
え
た
。

こ
の
発
言
に
よ
っ
て
、
従
来
の
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
審
議
の
目
的

が
、
対
馬
の
お
家
騒
動
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
朝
鮮
と
の
外
交
上
の
不
正
の
実
態
を

解
明
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

不
正
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
に
、
玄
方
長
老
や
、
松
尾
七
右
衛
門
（
調
興
の
家
臣
）

彫
印
者
共
二
今
居
ル
ー
於
對
馬
守
ノ
部
下
二
｜
也
又
夕
曰
造
ヒ
ニ
先
年
朝
鮮
信
使
来
幣
二
’

旨
之
筆
迩
ヲ
｜
倶
二
被
ル
ー
出
ン
示
緋
焉
則
調
興
又
陳
ン
予
曰
此
／
翰
ハ
迺
チ
謀
耆
也
執
筆
者

日
最
そ
足
ル
ー
以
モ
為
ス
ニ
’
し
證
卜
迺
チ
可
ナ
リ
ト
云
テ
レ
致
言
上
ヲ
｜
也
而
直
一
登
城
ス
突
此
ノ

日
大
炊
頭
伊
豆
守
豊
後
ノ
守
但
馬
ノ
守
井
町
奉
行
民
部
少
輔
式
部
少
輔
同
座
刑
部

卿
法
印
永
喜
請
ム
レ
焉
フ
突

同
三
日
於
テ
ニ
大
炊
頭
ノ
舘
二
｜
召
ン
ニ
豊
前
調
興
ヲ
｜
以
ア
ニ
朝
鮮
之
返
翰
井
二
彼
ノ
誓
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柳川一件の審議の再検証

と
い
っ
た
朝
鮮
と
の
外
交
に
か
か
わ
っ
た
も
の
全
て
を
江
戸
に
呼
び
出
し
て
審
議
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

五
日
の
審
議
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
義
成
は
調
興
の
発
言
を
批
判
し
、
玄
方

長
老
や
七
右
衛
門
を
江
戸
に
呼
び
出
し
て
審
議
す
る
こ
と
に
関
し
て
積
極
的
な
姿
勢

を
見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
交
の
主
導
権
を
柳
川
氏
か
ら
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二
、
審
議
の
争
点

外
交
上
の
不
正
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
土
井
利
勝
の
家
臣
・
横
田
角
左

衛
門
と
松
平
信
綱
の
家
臣
・
篠
田
九
郎
左
衛
門
が
使
者
と
し
て
対
馬
に
派
遣
さ
れ
、

一
件
に
関
っ
た
も
の
全
て
を
江
戸
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
事
者
の
尋
問
が
行
わ
れ
た
の
は
、
翌
年
の
二
月
二
六
日
・
三
月
七
日
・
八
日
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
問
題
に
さ
れ
た
の
は
、
（
一
）
国
書
の
偽
造
・
改
鼠
・
す
り
替
え
、

（
三
元
和
七
（
一
六
二
二
年
の
御
所
丸
送
使
（
将
軍
使
船
）
、
（
三
）
義
成
と
威
徳
院
（
義

成
の
母
）
が
調
興
へ
誓
旨
を
与
え
た
理
由
、
（
四
）
ソ
ウ
ル
上
京
時
の
ト
ラ
ブ
ル
の
四

（

劇

）

点
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
史
で
は
、
審
議
で
扱
わ
れ
た
の
は
（
二
と
（
二
）
だ
け
で
あ
っ
た
、

と
さ
れ
て
い
る
。
（
三
）
に
つ
い
て
は
荒
野
・
田
代
両
氏
も
論
じ
て
い
る
し
、
（
四
）
に

つ
い
て
は
田
代
が
副
使
の
杉
村
采
女
が
残
し
た
『
御
上
京
毎
日
記
」
を
も
と
に
詳
細

（

鱈

）

な
研
究
成
果
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
荒
野
も
田
代
も
、
こ
の
二
点
が
審
議
の
争

点
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
見
落
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
荒
野
は
、
先
の
調
興
の

（

妬

）

発
言
に
と
ら
わ
れ
た
の
か
、
（
二
）
と
（
四
）
を
混
同
し
て
い
る
。
~

国
書
偽
造
・
改
霞
・
す
り
替
え
、
そ
し
て
御
所
丸
送
使
が
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
は

従
来
の
研
究
で
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
義
成
と
威
徳
院
（
義
成
の
母
）
が
調
興
へ

誓
旨
を
与
え
た
理
由
、
上
京
時
の
ト
ラ
ブ
ル
の
二
点
が
審
議
で
問
題
と
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
審
議
の
全
体
像
を
正
確
に
論
じ
る
た
め
に
は
外

し
て
は
な
ら
な
い
問
題
な
の
で
、
以
上
四
点
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
論
じ
る
こ
と
に
す

る
。（
二
国
書
偽
造
・
改
鼠
・
す
り
替
え

寛
永
一
二
（
一
六
三
五
）
年
二
月
二
六
日
の
審
議
は
先
述
の
と
お
り
、
一
件
に
関

っ
た
も
の
全
て
を
集
め
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
審
議
は
二
六
日
に
二
回
、
翌
月
七
日
に
一
回
行
わ
れ
て
い
る
。

最
初
は
、
玄
方
長
老
と
松
尾
七
右
衛
門
の
対
決
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
七
右
衛
門

と
古
川
右
馬
助
と
の
対
決
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

同
廿
六
日
七
右
衛
門
於
ア
ニ
諸
執
權
前
二
｜
對
訓
訣
ス
干
方
長
老
二
｜
突
其
ノ
後
又
セ

ノ

右
衛
門
訴
テ
ニ
諸
執
事
二
｜
日
於
テ
モ
下
去
ン
ヌ
ル
慶
長
十
九
年
可
キ
レ
令
ン
ム
ニ
信
使
来
聰
一
之

旨
對
馬
ノ
守
蒙
ル
ノ
ニ
上
意
ヲ
｜
之
時
二
上
亦
成
ナ
掠
メ
ニ
公
議
ヲ
｜
作
ツ
テ
ニ
謀
書
ヲ
｜
以
テ
遣
ハ

シ
ニ
朝
鮮
國
二
｜
畢
ン
ヌ
ル
ナ
リ
也
捻
テ
朝
鮮
之
諸
事
ハ
豊
前
守
不
ス
レ
能
二
専
フ
計
フ
’
し
焉
ヲ
其

故
唖
師
司
琴
以
ナ
リ
ト
三
古
川
右
馬
助
為
タ
ル
ヲ
ニ
書
契
印
証
之
役
人
一
也
云
云
右
馬
助
鮮

ノ

ハ

シ
》
ァ
曰
其
ノ
朝
鮮
約
定
之
印
形
者
對
馬
守
卜
及
ト
ー
豊
前
守
卜
｜
各
各
二
所
。
持
ス
ル
ニ
焉
ヲ
｜

ノ

カ

也
故
ニ
對
馬
守
之
書
ニ
ハ
用
ヒ
ニ
對
馬
守
之
印
ヲ
｜
也
豊
前
守
之
書
一
ハ
用
フ
ニ
豊
前
守

カ

カ

之
印
ヲ
｜
也
於
テ
ハ
ニ
其
ノ
印
證
二
｜
非
ス
ニ
柳
ヵ
拙
子
ヵ
所
一
し
知
也
只
摺
。
證
ス
ル
子
吹
畢
之

ナ

リ

ト

ハ

ノ

ナ

リ

印
ヲ
｜
之
事
ハ
迺
チ
拙
子
ヵ
所
ロ
レ
職
ス
ル
也
吹
翠
者
譽
ハ
日
ノ
本
ノ
所
ル
レ
謂
手
形
之
類
也
其

ノ

ナ

リ

ノ
摺
刊
證
ス
ル
於
附
ル
ー
往
還
之
船
二
｜
手
形
ノ
印
ヲ
上
之
事
ハ
及
子
拙
子
證
ゴ
摺
ス
ル
焉
一
也
其
ノ

於
テ
ハ
｜
豊
前
守
之
印
二
｜
者
拙
子
全
ク
不
ス
レ
知
し
之
ヲ
也
且
シ
彼
ヵ
所
ル
レ
謂
去
ン
ヌ
ル
慶
長

ノ

ナ

リ

年
中
對
馬
守
蒙
ア
ニ
於
東
照
殿
之
上
意
ヲ
｜
而
指
。
揮
ス
ル
之
一
也
卜
既
二
蒙
ア
ハ
ニ
上

ヤ

意
ヲ
｜
則
更
二
又
何
ヲ
悼
ァ
以
作
フ
ン
ャ
ニ
謀
書
ヲ
｜
歎
笑
ン
ソ
其
言
ノ
自
ラ
矛
盾
ス
ル
哉
先
兼
し
是
ゞ

ノ

カ

リ
就
ア
モ
ニ
領
地
ノ
事
二
｜
亦
於
ア
ニ
對
馬
守
之
領
内
二
｜
以
テ
ニ
豊
前
之
私
謀
ヲ
｜
致
シ
ニ
村
別

ノ

等
ヲ
｜
而
毎
ニ
レ
事
為
ス
レ
窓
ヲ
也
捻
ァ
目
Ｆ
挟
ム
ニ
ニ
如
需
レ
此
等
之
情
ヲ
｜
今
就
ア
モ
ニ
方
長
老

ノ

上
京
之
事
一
一
亦
以
二
幾
許
ノ
虚
妄
ヲ
｜
将
レ
証
ン
ト
ー
黒
白
ヲ
｜
也
仰
寿
希
ク
ハ
諸
老
推
ン
テ
レ
類

ヲ
以
観
。
察
シ
玉
へ
焉
ヲ
｜

最
初
に
七
右
衛
門
が
、
「
慶
長
一
九
年
に
通
信
使
を
「
来
聴
」
さ
せ
よ
と
の
上
意
を

受
け
た
と
き
も
、
公
儀
を
開
し
て
、
将
軍
の
国
害
を
偽
造
し
て
朝
鮮
に
送
っ
た
」
と

訴
え
、
交
渉
を
預
か
る
調
興
が
そ
れ
を
阻
止
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
古
川
右
馬
助
が

書
契
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
役
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
て
右
馬
助
は
、
①
朝
鮮
と
の
約
定
の
印
は
、
義
成
と
調
興
が
そ
れ
ぞ

れ
所
持
・
管
理
し
て
い
た
こ
と
、
②
自
ら
の
役
目
は
専
ら
、
吹
畢
（
朝
鮮
と
の
往
還

の
船
に
交
付
す
る
手
形
）
の
印
を
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
家
康
の
命
令
を
受

け
て
通
信
使
来
聰
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
の
に
何
故
国
書
偽
造
と
い
う
不
正
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
反
論
し
、
さ
ら
に
調
興
が
過
去
に
義
成
の
領
地
に
お
い
て

無
断
で
村
別
を
行
う
な
ど
、
義
成
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
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次
に
偽
造
さ
れ
た
国
書
に
使
わ
れ
た
印
の
製
造
過
程
に
関
す
る
審
議
を
見
る
こ
と

に
す
る
。
重
臣
た
ち
は
印
の
作
成
者
で
あ
る
孫
七
を
呼
び
出
し
て
尋
問
を
行
っ
た

が
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

ノ

カ

○
諸
執
事
問
ア
ニ
孫
七
二
｜
日
間
ク
三
謀
書
之
印
彫
．
作
ス
ト
於
汝
ヵ
手
二
｜
也
随
ア
ニ
誰
ヵ
之

令
二
｜
作
ル
ャ
レ
焉
ヲ
孫
七
申
ン
テ
曰
某
ン
彫
ル
レ
印
ヲ
者
ノ
前
後
只
夕
二
度
ノ
ゞ
、
共
二
随
ア
ニ
七
右

カ

カ

衛
門
之
令
二
｜
彫
。
作
ス
焉
ヲ
｜
也
其
／
於
ス
ル
ニ
江
戸
二
｜
時
依
ア
ニ
セ
右
衛
門
之
令
二
｜
於
ア
ニ

豊
前
守
ヵ
舘
内
二
一
彫
。
作
ス
焉
ヲ
｜
為
シ
テ
ニ
印
既
一
成
鵬
之
褒
美
卜
｜
得
タ
リ
レ
賜
フ
ヲ
ニ
於
八

力

木
二
俵
ヲ
｜
也
其
ノ
於
了
ス
ル
ニ
對
州
二
｜
時
亦
随
ア
ニ
セ
右
衛
門
之
令
二
｜
作
ル
レ
焉
印
成
ツ
テ

持
ン
テ
レ
之
ヲ
到
ア
ニ
彼
ノ
宿
所
二
｜
面
直
二
與
ヘ
シ
ニ
之
ヲ
七
右
衛
門
二
｜
時
又
為
ン
｜
ア
ニ
褒
美
卜
｜

得
リ
レ
賜
フ
ヲ
ニ
於
木
綿
二
端
ヲ
｜
也
錐
二
某
ン
如
ク
レ
斯
ノ
彫
作
ス
ー
｜
焉
然
レ
ト
モ
未
タ
ス
レ
知
ラ

ニ
其
ノ
為
メ
ノ
レ
何
ノ
印
卜
云
フ
ヲ
｜
也
捻
ン
テ
如
雫
ノ
ー
吾
等
一
輩
ラ
ハ
依
ァ
三
朝
夕
出
引
入
ス
ル
ニ
於
彼
ノ

ナ

家
二
｜
以
ノ
レ
無
ラ
レ
異
ナ
ル
事
二
其
ノ
奴
僕
二
｜
故
二
随
ア
ニ
セ
右
衛
門
之
令
二
｜
徒
ダ
ニ
為
ス
ニ
手
巧

〃

〃

、

羽

、

一

耳

也

重
臣
は
孫
七
に
、
印
の
作
成
は
誰
に
よ
る
も
の
か
を
問
い
た
だ
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
孫
七
は
、
①
自
分
が
印
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
二
回
七
右
衛
門
の

命
令
を
受
け
て
作
成
し
た
こ
と
、
③
作
成
し
た
も
の
の
、
何
の
目
的
で
使
わ
れ
る
の

か
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
と
返
答
し
て
い
る
。
孫
七
は
、
七

右
衛
門
の
家
に
日
常
的
に
出
入
り
し
て
い
る
も
の
の
、
下
男
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い

待
遇
を
受
け
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
命
令
を
受
け
て
作
っ
た
と
は
い
っ
て
も
詳
細
な

事
情
ま
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

．
最
後
に
七
日
に
行
わ
れ
た
書
契
の
す
り
替
え
に
関
す
る
審
議
を
見
る
こ
と
に
す

る
。
七
日
に
再
び
一
件
に
関
っ
た
も
の
全
員
が
松
平
信
綱
邸
に
集
め
ら
れ
、
そ
の
場

に
お
い
て
佐
護
分
右
衛
門
に
対
し
て
尋
問
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お

恥
、
ノ
Ｏ

同
七
日
諸
執
事
又
被
ル
レ
會
セ
ニ
伊
豆
守
舘
二
｜
余
モ
亦
同
ク
到
ル
レ
焉
玄
方
長
老
其
ノ

外
鯛
レ
コ
抱
膨
ノ
ー
件
二
一
之
者
ノ
成
ク
被
う
ル
ー
召
ン
寄
七
｜
焉
諸
執
事
問
ア
ニ
分
右
衛
門
一
一

ト

リ

カ

フ

ル

曰
書
契
採
替
ノ
之
事
無
ン
二
大
犯
超
ル
レ
此
二
者
一
汝
可
ン
二
明
カ
ニ
以
告
一
し
之
也
分
右
衛

門
答
申
ン
テ
曰
書
翰
採
り
替
ル
ノ
之
議
某
ン
全
ク
不
ス
レ
知
し
之
也
其
故
何
ト
ナ
レ
ハ
也
者
総
ン
テ

以
公
議
ノ
之
事
ハ
成
ク
セ
右
衛
門
之
計
ナ
ル
ヲ
｜
拙
子
珈
ヵ
不
レ
ハ
ナ
リ
レ
得
二
扶
攝
ス
ル
事
ヲ
｜
也

蓋
ン
先
年
七
右
衛
門
告
ア
ニ
古
藤
三
郎
左
衛
門
二
｜
日
今
度
ノ
之
信
使
奉
ル
ノ
ニ
公
儀
二

｜
之
書
契
欲
ス
ト
下
籟
カ
ニ
採
り
二
代
テ
之
ヲ
｜
以
テ
奉
ン
卜
上
也
古
藤
諌
ァ
日
子
誼
ン
ソ
謀
ル
ャ
ニ
此
ノ

大
逆
ヲ
｜
必
ス
勿
レ
ト
レ
為
ス
ル
事
し
焉
ラ
セ
右
衛
門
又
日
性
年
古
豊
前
守
在
世
／
之
日
朝
鮮

國
ノ
之
信
使
来
幣
其
ノ
所
ロ
ノ
レ
奉
二
公
儀
二
一
之
書
契
曽
ァ
欲
ル
ニ
レ
髪
セ
ン
ト
無
ン
テ
レ
謀
事
而

徒
二
歴
フ
ル
ノ
ニ
數
日
ヲ
｜
之
盧
・
二
幸
二
其
ノ
登
禮
ノ
日
於
ア
ニ
殿
中
二
｜
諸
官
群
侍
ノ
之
隙
二

於
ア
ニ
古
豊
前
守
衣
冠
袖
裏
二
一
密
二
頼
二
愛
代
ン
テ
以
ァ
奉
リ
シ
ナ
リ
レ
焉
也
今
モ
亦
欲
ス
レ
因
フ

ン
ト
ニ
其
例
二
｜
子
胡
ソ
深
ク
戒
催
ス
ル
ャ
ト
焉
此
ノ
時
拙
子
適
隔
ァ
｜
ア
ニ
障
子
ヲ
｜
聞
ク
レ
焉
爾
ノ
：

此
ノ
外
無
ン
ト
三
珈
ヵ
知
ル
事
二
彼
謀
ヲ
｜
也

重
臣
は
、
書
契
を
す
り
替
え
た
経
緯
を
詳
細
に
述
べ
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
分
右
衛
門
が
返
答
し
た
内
容
は
、

①
公
儀
に
関
す
る
こ
と
は
七
右
衛
門
が
取
り
仕
切
っ
て
い
て
、
関
る
余
地
が
な
か
っ

た

こ

と

。

②
唯
一
知
っ
て
い
る
の
は
す
り
替
え
を
廻
っ
て
七
右
衛
門
と
古
藤
三
郎
左
衛
門
と
や

り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
の
み
。
そ
の
内
容
は
、
七
右
衛
門
が
三
郎
左
衛
門
に
話
を

持
ち
か
け
、
そ
れ
を
三
郎
左
衛
門
が
止
め
た
も
の
の
、
七
右
衛
門
は
「
前
の
通
信

使
が
「
来
聰
」
し
た
と
き
も
、
江
戸
城
で
将
軍
と
会
見
す
る
前
に
、
前
の
豊
前
守

が
ひ
そ
か
に
す
り
替
え
て
い
る
か
ら
、
今
回
も
そ
う
す
る
」
と
押
し
切
っ
て
い
る

》
」
、
ン
」
Ｏ

③
し
か
し
、
障
子
越
し
に
聞
い
た
話
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
こ

、

〃

」

○

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
連
の
審
議
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

①
国
書
の
偽
造
・
改
寅
・
す
り
替
え
は
七
右
衛
門
を
は
じ
め
と
し
た
柳
川
氏
側
の
人

間
の
主
導
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
。

②
柳
川
氏
の
勢
力
は
宗
氏
を
も
凌
ぐ
ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
勢
力
が
介
入

で
き
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
こ
と
。

③
そ
の
た
め
、
対
馬
の
他
勢
力
で
は
、
不
正
の
実
態
を
知
り
う
る
も
の
が
い
な
か
っ

た

こ

と

。

の
三
点
で
あ
る
。

（
二
）
元
和
七
年
の
御
所
丸
送
使

こ
の
審
議
は
二
月
二
六
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
行
わ
れ
た
の
は
、
元
和
七

年
の
御
所
丸
送
使
に
関
す
る
も
の
で
、
そ
の
審
議
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

ノ

諸
執
權
問
ア
ニ
方
長
老
二
｜
日
豊
前
七
右
衛
門
申
ン
テ
曰
御
所
丸
之
事
対
馬
守
卜
與
二
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柳川一件の審議の再検証

方
長
老
一
相
談
ン
テ
以
所
ロ
ナ
リ
ト
ニ
差
渉
ス
ル
｜
也
云
云
将
ニ
ル
ャ
下
以
二
何
ノ
旨
ヲ
｜
解
セ
ン
！

ノ

上
し
之
ヲ
乎
方
長
老
ノ
答
二
曰
御
所
丸
之
事
依
テ
三
對
馬
守
豊
前
守
共
二
展
引
傭
セ
ラ
ル
ル
ニ
於

ナ

野
僧
ヲ
｜
以
為
ス
ニ
渡
海
ヲ
｜
者
也
其
ノ
如
ン
ハ
ニ
諸
事
之
指
計
ノ
｜
乃
予
柳
川
勘
鮮
由
佐
護

分
右
衛
門
ノ
尉
可
ン
レ
知
し
焉
ヲ
野
僧
聯
ヵ
不
ル
ナ
リ
ト
レ
知
二
其
ノ
議
也
諸
執
事
問
ア
ニ
勘

ノ

カ

鮮
由
二
｜
日
聞
ク
汝
チ
威
ス
ト
ニ
於
御
所
丸
之
指
引
ヲ
｜
也
受
ア
ニ
誰
子
之
令
ヲ
｜
而
計
ヤ
レ
之

力

力

耶
勘
鮮
由
答
ァ
曰
随
ア
ナ
リ
ニ
豊
前
之
令
二
｜
也
諸
執
事
又
問
ァ
日
豊
前
守
之
所
・
二
詞
令

イ

カ

ン

ス
ル
｜
如
何
答
ァ
曰
元
和
六
年
庚
申
ノ
夏
豊
前
守
言
ァ
曰
元
和
三
年
丁
卜
巳
錐
モ
ニ
朝
鮮

ノ之
信
使
来
聰
ス
ト
｜
到
ア
レ
今
二
無
ン
ニ
其
ノ
謝
禮
一
是
ヲ
以
テ
可
キ
ナ
リ
レ
差
二
渉
於
御
所
丸
一
也

先
年
古
豊
前
守
為
ン
｜
ア
ニ
御
所
丸
卜
｜
為
ノ
ー
渡
海
ヲ
｜
之
時
亦
依
一
ア
ナ
リ
三
曽
テ
蒙
ル
ニ
ニ
於

ノ

東
照
殿
之
上
意
ヲ
｜
也
迺
チ
其
ノ
上
意
二
曰
亘
ク
キ
ナ
リ
ー
三
如
ク
レ
先
規
ノ
令
ン
ム
ニ
渡
海
七

一
也
云
云
因
ア
レ
是
二
古
豊
前
守
曽
ァ
遂
ケ
ニ
渡
海
ヲ
｜
畢
ン
ヌ
也
此
ノ
度
御
所
丸
そ
亦
欲
ス
レ

遂
ン
ト
ー
言
上
ヲ
｜
也
蒙
ル
ノ
ニ
上
意
ヲ
｜
之
後
可
ン
下
必
從
リ
ニ
江
戸
一
令
ン
告
ク
上
焉
可
キ
ナ
１

力

三
預
メ
先
シ
為
ス
ニ
用
意
ヲ
｜
也
云
云
同
ク
セ
年
辛
酉
ノ
春
豊
前
守
之
婦
始
ァ
参
ゴ
上
子
江

ノ

戸
二
一
也
以
二
為
ル
ノ
レ
蝉
故
ヲ
｜
對
馬
守
参
勤
之
次
ァ
幸
相
ゴ
具
シ
テ
焉
ヲ
｜
而
同
時
一
出
船

や

ま

い

同
日
二
到
ゴ
着
大
坂
二
一
也
差
梯
子
ハ
因
テ
ニ
麻
疹
惹
一
逗
。
留
大
阪
二
｜
突
只
難
三
對
馬

守
ノ
、
愚
遂
ク
ト
ニ
参
勤
ヲ
｜
是
モ
亦
於
二
江
戸
二
｜
得
二
瘡
ノ
患
ヲ
｜
故
被
時
ハ
レ
達
セ
ニ
之
ヲ

上
聞
一
一
則
以
下
可
寿
ノ
ー
養
生
ス
｜
之
旨
ヲ
上
賜
ア
ニ
御
暇
ヲ
｜
而
上
洛
セ
シ
ナ
リ
也
幸
二
路
次

於
二
二
日
坂
二
一
對
二
面
於
悌
子
二
｜
実
對
馬
守
逗
引
留
ノ
京
師
二
｜
之
間
從
二
江
戸
一
豊

０

ト

コ

ロ

前
ノ
守
以
二
其
僕
ノ
古
藤
三
郎
左
衛
門
尉
ヲ
｜
為
シ
テ
レ
使
卜
告
テ
ニ
於
本
州
留
守
居
許
二
｜

ノ

曰
御
所
丸
之
事
今
度
遂
ル
時
ハ
ニ
言
上
ヲ
｜
也
則
亘
ク
下
如
ク
ニ
先
例
ノ
｜
令
ム
下
渡
海
上
之
旨

蒙
ル
ナ
リ
ニ
上
意
ヲ
｜
也
乃
チ
以
二
此
旨
ヲ
｜
致
ン
レ
啓
斗
達
於
京
都
對
馬
守
二
一
畢
ン
ヌ
ト
也
而

ノ

指
ゴ
計
ス
於
命
官
諸
事
之
議
ヲ
｜
也
依
レ
此
二
對
馬
守
モ
亦
日
豊
前
守
既
二
告
ク
ル
時
ハ
下
於

蒙
ル
ノ
ニ
上
意
ヲ
｜
之
由
ヲ
上
則
宜
キ
ナ
リ
ト
レ
随
二
彼
ノ
指
圖
二
｜
也
其
後
元
和
七
年
八
月
古

力

藤
歸
ア
レ
州
二
如
ク
ニ
豊
前
守
之
指
圖
一
迫
ル
マ
テ
ニ
命
官
諸
事
二
｜
悉
ク
繕
二
調
セ
シ
ナ
リ
焉
一
也

ノ

同
年
ノ
暮
七
右
衛
門
下
テ
レ
州
指
ゴ
計
ン
テ
於
御
所
丸
之
諸
事
ヲ
｜
令
メ
レ
成
サ
ニ
出
船
ヲ
｜
畢

力

ナ

リ

ン
ヌ
也
如
ク
レ
此
於
テ
ハ
ニ
御
所
丸
之
諸
事
二
｜
悉
ク
豊
前
ノ
守
七
右
衛
門
之
指
計
也
對
馬

守
ハ
斯
ノ
歳
ノ
十
月
所
勢
平
愈
ン
テ
從
リ
レ
京
直
一
歸
州
セ
シ
ナ
リ
ト
也
諸
執
事
又
問
ァ
曰
御
所

ノ

丸
調
物
之
代
償
ハ
誰
人
ヵ
出
ス
ャ
レ
之
ヲ
耶
勘
鮮
由
答
ァ
曰
州
中
素
卜
有
リ
ニ
蹟
銀
二
拾
貫

目
餘
一
也
迺
チ
随
ア
ニ
豊
前
守
之
令
ノ
ー
｜
授
二
與
ス
ル
時
ハ
於
分
右
衛
門
二
｜
則
彼
レ
乃
チ
持
二

往
一
ァ
京
師
二
一
買
上
ニ
調
ァ
於
御
所
丸
之
諸
具
ヲ
｜
而
還
リ
・
ン
ナ
リ
也
其
ノ
後
又
依
テ
ニ
分
右
衛

カ

カ

門
七
右
衛
門
等
之
指
圖
二
｜
拙
者
モ
亦
相
訓
計
ラ
ヒ
シ
ナ
焉
一
也
如
ク
レ
此
朝
鮮
之
諸
事
ハ
成

Ｊ

Ｆ

－

尹

弛

ナ
随
フ
ニ
豊
前
ヵ
指
圖
二
｜
耳

調
興
と
七
右
衛
門
は
重
臣
に
「
御
所
丸
の
こ
と
は
義
成
と
玄
方
長
老
と
が
相
談
し

て
派
遣
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
の
発
言
を
受
け
て
重
臣
た
ち
は

玄
方
長
老
に
詳
細
な
解
説
を
求
め
て
い
る
。

玄

方

長

老

は

①
御
所
丸
は
義
成
と
調
興
が
相
談
し
て
派
遣
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
段
取
り
や
経
緯
は
柳
川
勘
解
由
と
佐
護
分
右
衛
門
が
知
っ
て
い
る
こ
と
。

③
玄
方
長
老
は
「
雇
わ
れ
て
」
派
遣
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
（
義
成
と
調
興
が
）
ど
の

よ
う
な
段
取
り
で
派
遣
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
こ
と
。

の
三
点
を
述
べ
た
。
玄
方
長
老
の
発
言
を
受
け
て
、
重
臣
た
ち
は
勘
解
由
に
詳
細
を

述
べ
る
よ
う
に
求
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
御
所
丸
の
一
連
の
指
示
は
主
に
調
興
が

行
っ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
徳
川
政
権
と
柳
川
氏
の
深
い
結
び
つ
き
が
見
て
取
れ

る
。
調
興
は
元
和
六
年
の
夏
に
「
元
和
三
年
に
朝
鮮
か
ら
通
信
使
が
来
聰
し
た
の
に
、

い
ま
だ
に
謝
礼
を
行
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
御
所
丸
を
差
し
遣
わ
し
た
ほ
う
が
よ
い

と
考
え
る
。
先
年
、
前
の
豊
前
守
が
御
所
丸
と
し
て
渡
航
し
た
際
も
、
家
康
公
の
上

意
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
上
意
と
は
「
先
規
の
よ
う
に
渡
航
す
る
と
よ
い
」
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
上
意
に
よ
っ
て
前
の
豊
前
守
は
渡
航
を
遂
げ
て
い
る
。
今
回

派
遣
す
る
御
所
丸
に
関
し
て
も
将
軍
に
言
上
し
た
い
と
思
う
。
上
意
を
受
け
た
後
に

江
戸
か
ら
指
示
を
す
る
の
で
、
予
め
準
備
を
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
指
示
を
し
て
い

ブ
（
や
○

調
興
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
将
軍
の
上
意
を
受
け
、
御
所
丸
の
準
備
を
す
る

よ
う
に
改
め
て
指
示
を
し
た
。
義
成
は
病
の
養
生
の
た
め
に
京
都
に
い
た
が
、
「
将

軍
の
上
意
を
受
け
た
の
で
あ
れ
ば
、
調
興
の
指
示
に
従
う
よ
う
に
」
と
言
っ
て
い
る
。

調
興
が
将
軍
の
「
上
意
」
を
受
け
た
こ
と
と
義
成
の
許
可
を
得
た
こ
と
を
受
け
て
、

元
和
七
年
八
月
よ
り
、
対
馬
に
戻
っ
た
古
藤
三
郎
左
衛
門
を
中
心
に
、
派
遣
す
る
役

人
の
手
配
や
そ
の
他
諸
々
の
準
備
を
行
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
年
の
暮
れ
に
七
右
衛
門

（

”

）

が
対
馬
に
戻
っ
て
最
終
的
な
指
示
を
出
し
、
朝
鮮
に
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。

御
所
丸
派
遣
の
経
緯
に
関
す
る
尋
問
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
勘
解
由
の
発
言

を
受
け
て
重
臣
た
ち
は
、
御
所
丸
の
道
具
の
代
金
の
出
所
を
問
い
た
だ
し
た
。
勘
解

由
の
返
答
に
よ
れ
ば
、
対
馬
に
は
も
と
も
と
銀
が
二
○
貫
目
あ
り
、
調
興
は
分
右
衛
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門
に
渡
し
て
京
都
に
遣
わ
し
、
道
具
を
買
わ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
勘
解
由
は
改
め

て
御
所
丸
の
一
件
は
調
興
を
中
心
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

こ
の
審
議
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
御
所
丸
が
調
興
の
指
示
で
あ
る

こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
調
興
の
一
連
の
行
動
を
可
能
に
し
て
い
た
の

は
徳
川
政
権
と
の
つ
な
が
り
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

将
軍
の
命
令
を
実
際
に
受
け
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
不
明
だ
が
、
そ
れ

を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
調
興
が
徳
川
政
権
と
対
馬
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
役
割
を

果
た
し
て
い
て
、
そ
れ
が
対
馬
の
中
で
も
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
一
連
の
行
動

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

前
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
徳
川
政
権
と
の
つ
な
が
り
が
密
で
あ
っ
た
た
め

に
、
柳
川
氏
の
勢
力
が
対
馬
の
中
で
も
群
を
抜
き
、
主
君
で
あ
る
宗
氏
を
凌
駕
す
る

ほ
ど
に
ま
で
成
長
し
た
。
従
来
の
研
究
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
と

が
、
外
交
上
の
不
正
の
主
導
を
可
能
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
調
興
へ
の
誓
旨

こ
の
審
議
は
二
月
二
六
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
審
議
の
内
容
は
以
下
の
と
お

脂
、
ソ
○

ヤ

諸
執
事
又
問
ァ
曰
誓
旨
之
事
以
ア
ニ
何
ノ
故
ヲ
｜
致
ス
レ
之
ヲ
耶
勘
鮮
由
答
ァ
日
豊
前
調

ノ

ノ

興
喪
ス
ル
レ
父
ヲ
之
後
以
一
ア
ニ
對
馬
守
之
繕
請
ヲ
｜
遣
ス
ニ
彼
ヲ
於
駿
府
二
｜
之
時
對
馬
守
ノ

ニ

ハ

Ｌ

刀

ニ

ハ

一
門
者
江
内
右
衛
門
ノ
佐
豊
前
之
一
門
者
柳
川
河
内
ノ
守
相
。
附
ン
｜
ァ
此
ノ
両
人
ヲ
｜

指
弍
遣
ン
焉
ヲ
｜
畢
ン
ヌ
也
而
ン
テ
後
豐
前
在
ル
ー
駿
河
二
一
之
中
チ
聞
ァ
三
對
馬
守
ノ
前
へ
有

カ

ル
フ
ヲ
ニ
譜
者
一
依
一
ァ
三
豊
前
為
ス
ニ
ニ
狐
疑
ヲ
｜
欲
ル
ヵ
レ
安
セ
ン
ト
ニ
其
情
ヲ
｜
故
二
彼
之
歸
州
ノ
日

對
馬
守
使
ト
シ
↓
ア
ニ
於
宗
譜
岐
守
平
田
左
京
佑
ヲ
｜
而
令
シ
テ
曰

ノ

公
議
井
二
對
州
之
諸
事
兼
ア
ハ
朝
鮮
之
事
悉
ク
如
ク
ニ
父
祖
ノ
｜
任
ス
ト
し
之
ヲ
也
云
云
是
ノ

時
豊
前
守
雌
モ
下
以
二
若
輩
言
ヲ
｜
群
ス
ト
上
し
之
然
ト
モ
依
テ
ニ
再
三
推
任
ス
ル
ニ
｜
終
二
感
激
ン
テ

應
ゴ
附
ス
焉
一
二
而
ン
テ
迺
チ
豊
前
守
畢
テ
下
向
往
於
テ
ニ
主
從
ノ
道
二
｜
全
不
ル
レ
可
し
致
ス
ニ
違

ノ

ナ

リ

背
一
之
趣
ヲ
上
作
テ
ニ
起
誓
一
以
與
へ
・
ン
二
両
使
二
｜
也
其
ノ
後
又
豊
前
ノ
守
請
シ
｜
ァ
曰
某
ヵ
・
ン
子

無
葬
二
異
心
一
者
ノ
既
一
如
シ
レ
此
ノ
也
願
ハ
對
馬
ノ
守
威
徳
院
殿
各
ノ
賜
ツ
テ
ニ
ー
誓
ヲ
｜
以
安

ナ

リ

シ
ン
事
ヲ
二
臣
ヵ
丹
志
ヲ
｜
也
故
二
偶
ア
ニ
其
情
ヲ
｜
應
ン
テ
レ
請
二
遂
二
書
ン
テ
賜
ヒ
シ
レ
焉
レ
ヲ
也
誓
旨

ノ

ナ

リ

ノ

之
由
来
如
ン
レ
此
ノ
更
二
叩
ヵ
無
キ
ー
別
議
一
者
ノ
也
七
右
衛
門
ヵ
曰
以
テ
三
巳
ノ
歳
之
信
使

萱

フ

ヲ

ニ

延

引

二

｜

掠

メ

ニ

公
議
ヲ
｜
作
ツ
テ
ニ
謀
書
一
以
テ
遣
ス
レ
之
故
一
朝
鮮
速
カ
ニ
来
聰
焉
後
チ
恐
テ
ニ
其
露
顕
セ
ン
事
ヲ
’

プ

リ

ヤ

推
ン
テ
令
シ
ム
レ
作
サ
ニ
誓
旨
ヲ
｜
也
云
云
勘
鮮
由
ヵ
曰
子
ノ
笑
ソ
以
テ
レ
詐
リ
ヲ
証
ル
レ
人
ヲ
耶
卜
其

ノ

ギ

ノ
書
契
之
偽
作
ハ
必
ス
當
ニ
ヘ
シ
レ
在
ル
ー
豊
前
卜
及
上
汝
ヵ
謀
咽
二
｜
予
レ
未
タ
ル
レ
知
二
其
事

ナ

リ

・

ヲ

一

也

ト

重
臣
た
ち
は
勘
解
由
に
対
し
て
、
義
成
と
威
徳
院
が
調
興
に
誓
旨
を
与
え
た
理
由

に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
た
。
勘
解
由
の
返
答
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

調
興
は
父
・
智
永
の
死
後
駿
府
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
対
馬
に
お
い
て
義
成

に
対
し
て
調
興
を
誇
る
も
の
が
い
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
調
興
は
義
成
に
対
し
て

不
信
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
不
信
感
を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
調
興
が
対
馬

に
戻
る
と
同
時
に
「
公
儀
と
対
馬
の
諸
事
、
そ
し
て
朝
鮮
と
の
交
渉
全
て
を
父
・
智

永
や
祖
父
・
調
信
と
同
じ
よ
う
に
任
せ
る
」
旨
を
伝
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
調
與
は

若
輩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
辞
退
し
て
い
る
が
、
再
三
の
推
任
に
感
激
し
て

受
け
て
い
る
。
そ
の
時
、
「
主
従
の
道
を
違
え
な
い
」
旨
の
誓
旨
を
提
出
す
る
と
同

時
に
、
義
成
と
威
徳
院
の
両
者
の
誓
旨
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
要
求
を
受
け
て
義

成
と
威
徳
院
の
両
者
は
調
興
に
誓
旨
を
差
し
出
し
て
い
る
。

誓
旨
を
差
し
出
し
た
経
緯
に
関
す
る
尋
問
は
以
上
で
あ
る
。

調
興
が
提
出
し
た
誓
旨
の
経
緯
に
つ
い
て
は
荒
野
と
田
代
が
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
い

（
肥
）る
。
そ
こ
に
は
、
詳
し
い
経
緯
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
宗
氏
と
柳
川
氏
の
両
者
の

間
に
は
確
執
が
あ
り
、
柳
川
氏
が
宗
氏
の
帰
国
命
令
に
応
じ
な
い
状
態
が
続
い
て
い

た
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
調
興
の
横
暴
を
静
め
る
為
に
誓
旨
を
提
出
さ
せ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
調
興
の
み
が
誓
旨
を
提
出
さ
せ
た
こ
と
の
み
論
じ
ら
れ
て
お

り
、
主
君
側
が
誓
旨
を
差
し
出
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

何
故
主
君
側
が
家
臣
に
誓
旨
を
差
し
出
し
た
の
か
、
そ
の
詳
し
い
経
緯
は
現
段
階

で
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
宗
氏
と
柳
川
氏
の
君
臣
関
係
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
上
で

見
逃
せ
な
い
、
と
考
え
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
四
）
ソ
ウ
ル
上
京
時
の
ト
ラ
ブ
ル

こ
こ
で
は
、
寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年
、
「
日
本
国
王
使
」
が
朝
鮮
の
都
・
ソ
ウ
ル

に
派
遣
さ
れ
た
際
、
正
使
の
玄
方
長
老
と
副
使
の
杉
村
采
女
が
同
じ
日
に
礼
曹
を
粛

拝
し
な
か
っ
た
理
由
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
審
議
の
内
容
は
以
下
の
と

お

ｈ

ノ

。

ノ

諸
執
事
問
ア
ニ
杉
村
采
女
二
｜
日
玄
方
長
老
朝
鮮
上
京
之
時
汝
チ
以
テ
ニ
何
ノ
故
ヲ
｜
不
ル
ャ

下
與
ト
ー
方
長
老
一
同
日
二
萠
拝
セ
上
耶
采
女
答
ァ
曰
對
馬
ノ
守
令
シ
テ
ニ
拙
子
二
｜
日
傅
ン
テ
ム
ル
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ナ

リ

ノ

ナ
リ
~
三
方
長
老
ヲ
渡
。
海
子
朝
鮮
二
一
也
路
次
之
馳
走
等
亘
ク
キ
ニ
指
計
ス
｜
也
若
シ
上

ノ

京
ノ
議
成
ァ
無
ク
レ
碍
到
一
フ
ハ
ニ
彼
ノ
都
二
｜
其
ノ
京
畿
四
方
及
上
所
ノ
レ
経
ル
諸
州
盛
衰
之
興

唐
風
俗
之
美
悪
須
ク
シ
下
観
ゴ
聞
ン
テ
於
古
今
ノ
優
劣
ヲ
｜
而
還
ル
上
今
二
以
テ
ニ
是
等
ノ
故
ヲ

ナ

リ

｜
差
シ
コ
添
汝
ヲ
｜
者
也
然
二
既
二
到
時
ハ
ニ
彼
ノ
地
二
一
則
朴
判
事
崔
判
事
来
ァ
曰
粛
拝
可
キ

ナ

リ

ナ

リ

レ
在
二
近
日
一
二
也
方
長
老
采
女
ノ
佑
可
キ
ー
二
相
共
二
拝
ス
ニ
於
禮
曹
ヲ
｜
也
卜
云
云
方
長
老

ノ

》

）

》

』

之
答
一
日
予
レ
既
二
於
ア
ニ
日
本
二
｜
蒙
レ
リ
ニ
長
老
之
號
ヲ
｜
弦
二
笑
ソ
拝
セ
ン
ャ
ニ
禮
曹
ヲ
｜
全
ク

Ｊ

ノ

『

か

、

不
ス
ト
レ
可
二
拝
ス
｜
焉
ヲ
云
云
拙
子
モ
亦
答
テ
曰
吾
ヵ
此
ノ
行
ハ
被
ル
レ
騏
。
尾
七
於
長
老
二
｜
耳

拝
二
於
禮
曹
ヲ
｜
之
事
非
二
予
ノ
所
二
’
し
知
ル
全
ク
不
し
可
し
為
ス
レ
拝
ヲ
也
云
云
翌
日
二
又
判

ハ

事
ラ
来
日
可
ヘ
シ
ニ
長
老
禮
曹
者
對
禮
ナ
ル
｜
只
吾
子
ハ
可
シ
ト
三
拝
ス
ニ
禮
曹
ヲ
｜
也
拙
子
又

答
フ
ニ
不
ル
レ
可
し
拝
ス
之
議
ヲ
｜
芙
依
テ
レ
是
二
只
方
長
老
ノ
ミ
粛
。
拝
焉
ヲ
｜
也
其
ノ
後
判
事

又
来
一
ァ
曰
今
度
以
テ
ニ
子
ヵ
姓
名
ヲ
｜
既
二
載
タ
リ
ニ
書
契
二
｜
若
ン
不
ン
ハ
レ
為
二
粛
拝
ヲ
｜
似
ン
カ
ー

二
不
吉
事
一
歎
於
テ
レ
是
二
後
チ
九
日
二
・
ン
｜
ァ
而
粛
。
拝
焉
ヲ
｜
也
七
右
衛
門
証
テ
曰
其
上
京

之
時
書
契
ノ
笥
二
シ
箇
美
其
ノ
ー
箇
ハ
以
レ
何
納
レ
焉
耶
采
女
ヵ
曰
上
京
之
時
書
契
只

ナ

リ

こ

れ

ヲ

し

い

ル

こ

れ

ヲ

い

か

ん

セ

ン

一
箇
突
汝
笑
ソ
以
二
虚
妄
ヲ
｜
証
し
之
耶
七
右
衛
門
ヵ
曰
若
ン
有
ラ
ハ
ニ
證
人
一
奈
二
之
何
一

采
女
ヵ
曰
今
為
メ
ニ
出
ク
セ
二
子
此
二
一
也
七
右
衛
門
ヵ
日
有
り
下
號
ス
ニ
安
兵
衛
卜
｜
者
ノ
上
雛
モ

ナ

リ

レ
為
リ
ト
ニ
其
證
人
一
只
今
遠
ク
在
ル
ー
對
州
一
也
采
女
ヵ
曰
公
議
之
検
使
両
人
在
リ
シ
ニ

ノ

對
州
二
｜
之
日
行
令
ン
｜
ァ
曰
若
シ
有
フ
ハ
下
抱
ル
ー
一
件
二
｜
者
上
不
ス
レ
嫌
ア
ハ
ニ
僧
俗
男
女
ヲ
｜
成

ク
可
ン
ト
ー
以
倶
ン
去
ル
｜
也
其
ノ
時
実
ソ
不
ル
ャ
レ
供
セ
レ
焉
耶
七
右
衛
門
又
呼
ア
ニ
於
六
兵
衛

ナ

リ

ナ

リ

↑
云
者
ヲ
｜
来
一
ブ
タ
曰
是
モ
亦
其
ノ
證
人
也
卜
六
兵
衛
出
申
シ
｜
ァ
曰
書
笥
ハ
只
一
箇
也
卜
干
一
ア
レ

此
二
采
女
對
シ
テ
ニ
セ
右
衛
門
二
｜
日
汝
予
笑
ン
ソ
於
ア
ニ
諸
執
事
／
前
二
｜
狂
ァ
欲
シ
テ
レ
絡
ラ
ン
ト
ニ

ヤ

黒
白
ヲ
｜
自
以
二
汝
ヵ
言
ヲ
｜
自
フ
随
ル
ー
汝
ノ
罪
二
｜
耶
又
先
日
汝
所
し
謂
謀
書
之
執
筆
作
し

印
者
可
三
只
今
出
二
子
此
席
一
也
於
ア
レ
是
二
七
右
衛
門
訶
塞
ル
芙

玄
方
長
老
と
杉
村
采
女
が
朝
鮮
に
上
京
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
田
代
和
生
が
詳

細
な
研
究
を
し
て
い
る
の
で
、
審
議
の
内
容
に
入
る
前
に
そ
の
研
究
成
果
を
見
る
こ

（

胡

）

と
に
す
る
。

当
時
朝
鮮
は
、
後
金
か
ら
の
侵
攻
を
二
度
に
わ
た
っ
て
受
け
て
お
り
、
対
馬
で
は

鉄
砲
、
刀
、
鎧
、
大
砲
な
ど
の
武
器
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
援
軍
の
派
遣
を
朝
鮮
側

に
申
し
出
て
い
た
。
そ
し
て
、
宗
氏
は
徳
川
政
権
に
対
し
朝
鮮
の
状
況
を
詳
し
く
調

べ
て
報
告
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
。
当
時
、
徳
川
政
権
も
こ
の
問
題
に
関
心
を
抱
い

て
い
た
の
で
こ
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
朝
鮮
の
都
の
状
況
を
探
る
よ
う
に

命
令
し
て
い
る
。

徳
川
政
権
の
命
令
を
受
け
て
、
対
馬
で
は
「
日
本
国
王
使
」
を
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
時
の
正
使
が
玄
方
長
老
、
副
使
が
杉
村
采
女
で
あ
る
。

史
料
の
記
述
に
も
あ
る
と
お
り
、
采
女
は
こ
の
時
、
義
成
か
ら
、
玄
方
長
老
の
道

中
の
世
話
の
ほ
か
、
上
京
が
叶
っ
た
際
に
は
都
の
周
辺
や
そ
の
道
中
の
盛
衰
・
興
廃
．

風
俗
の
美
悪
な
ど
古
今
の
優
劣
を
見
聞
き
し
て
く
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
話
を
審
議
の
ほ
う
に
戻
す
こ
と
に
す
る
。
采
女
が
重
臣
か
ら
聞
か
れ
た
内

容
は
、
先
述
の
と
お
り
、
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
玄
方
長
老
と
同
じ
日
に
礼
曹
を
粛
拝
し

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ソ
ウ
ル
に
到
着
し
た
際
、
一
行
の
下
に
礼
曹
の
朴
判
事
と
崔
判
事
が
や
っ
て
き

て
、
玄
方
長
老
と
采
女
に
粛
拝
を
求
め
て
い
る
。
玄
方
長
老
は
日
本
で
長
老
の
号
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
要
求
を
拒
み
、
采
女
も
玄
方
長
老
の
付
き
添
い
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
要
求
を
拒
ん
で
い
る
。
そ
の
翌
日
、
玄
方
長
老
は
対
礼
と
し
、
一
方
采
女

は
粛
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
玄
方
長
老
は
そ
の
求
め
に
応
じ
て
礼
曹
と
の
対
礼
を

行
っ
た
が
、
采
女
は
行
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
九
日
後
、
書
契
の
中
に
采
女

の
名
前
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
再
度
粛
拝
を
求
め
て
き
て
、
つ
い
に
要
求
を
受
け
入

れ
て
礼
曹
を
粛
拝
し
た
の
で
あ
る
。

一
連
の
流
れ
を
采
女
が
返
答
し
た
後
、
七
右
衛
門
が
書
契
の
箱
が
二
つ
あ
っ
た
と

虚
偽
の
発
言
を
し
て
い
る
。
采
女
に
証
人
を
出
す
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
証

人
が
対
馬
に
い
る
と
返
答
し
た
が
う
そ
と
見
破
ら
れ
、
代
わ
り
に
六
兵
衛
を
呼
び
出

し
た
も
の
の
「
箱
は
一
つ
の
み
」
と
答
え
ら
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
七
右
衛
門
は
こ

れ
ま
で
に
も
虚
偽
の
発
言
を
し
て
き
た
も
の
の
、
発
言
す
る
ご
と
に
そ
の
矛
盾
点
を

突
か
れ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
七
右
衛
門
と
し
て
は
何
と
し
て
で
も
宗
氏
側
の
不
正
を

で
っ
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
重
臣
を
前
に
し
て
見
え
透
い
た

嘘
の
発
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
が
あ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
審
議
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
朝
鮮
側
は
日
本
の
使

者
を
一
段
下
に
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
田
代
の
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
礼

曹
と
の
礼
の
ま
え
に
行
わ
れ
た
国
王
粛
拝
の
際
、
国
王
は
雨
戸
も
開
け
ず
、
そ
の
上

（

犯

）

玄
方
長
老
は
土
の
上
で
粛
拝
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
礼
曹
か
ら
粛
拝
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
、
玄
方
長
老
ら
一
行
は
徳
川
政
権
か
ら
命
令
さ
れ
て

派
遣
さ
れ
た
使
者
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
側
か
ら
す
れ
ば
「
日
本
国
王
」
の
使
者
で
あ
る
。

そ
の
使
者
に
対
し
て
粛
拝
を
求
め
た
の
は
、
当
初
朝
鮮
側
は
玄
方
長
老
ら
の
一
行
を
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三
、
御
前
審
議
と
判
決

寛
永
一
二
年
三
月
二
日
、
将
軍
・
家
光
の
御
前
に
て
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
江
戸
城
の
大
広
間
に
お
い
て
、
将
軍
を
始
め
、
御
三
家
、
幕
府
の
重
臣
、

江
戸
に
い
る
大
名
、
千
石
以
上
の
旗
本
が
臨
席
し
た
中
で
、
義
成
と
調
興
の
対
決
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
に
調
興
が
発
言
を
し
、
そ
の
後
義
成
が
将
軍
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
。

一
十
九
年
已
前
玩
望
信
使
来
幣
ノ
之
時
ハ
汝
チ
猶
ヲ
可
シ
ニ
齪
齢
ナ
ル
｜
抑
聲
ン
テ
ハ
ニ
十
二

年
前
城
譲
信
使
ノ
之
時
二
｜
當
キ
ノ
レ
有
ル
ー
思
慮
一
之
年
ノ
齢
ナ
リ
也
其
ノ
時
モ
亦
汝
不
ル
ノ
レ

知
ラ
之
由
ン
以
二
何
ノ
故
ヲ
｜
然
ル
ャ
ノ
乎
之
旨
子
ナ
リ
也
余
奉
ア
レ
解
日
御
誌
御
尤
二
候
也

差
シ
其
ノ
朝
鮮
國
ノ
之
書
翰
ハ
迺
チ
登
拝
ノ
之
時
信
使
言
、
自
奉
ル
ナ
リ
レ
焉
ヲ
也
御
返
翰
そ

亦
諸
執
事
ミ
自
捧
ア
レ
之
ヲ
到
ア
ニ
信
使
之
宿
二
｜
面
直
一
授
訓
與
シ
賜
フ
焉
ヲ
｜
也
既
二
如
ナ
ル
時

ハ
レ
此
ノ
則
拙
子
不
ル
ナ
リ
レ
能
し
容
ル
ヲ
ニ
擬
議
ヲ
｜
也

一
所
ロ
ノ
ニ
愛
易
ス
ル
｜
之
害
同
ク
印
證
共
二
今
度
豊
前
ノ
守
捧
ケ
ニ
奉
り
・
ン
ナ
リ
焉
ヲ
｜
也
依
テ

ニ
何
ノ
様
子
二
｜
然
ル
ャ
ノ
乎
之
旨
ナ
リ
也
余
奉
ア
レ
鮮
日
御
不
審
御
尤
二
候
也
如
ク
ニ
御
読

ノ
｜
所
ロ
ノ
ニ
愛
易
一
之
書
同
ク
印
今
度
彼
ノ
者
ノ
奉
リ
シ
ナ
リ
レ
捧
し
之
ヲ
也
蓋
ン
其
ノ
筆
者
ハ
迺
チ

彼
ノ
者
ノ
常
住
齊
僧
ノ
流
芳
院
印
工
そ
亦
随
ア
ニ
七
右
衛
門
ヵ
之
令
二
｜
彫
作
ス
ル
ノ
之
由
〃

奉
ル
ナ
リ
ニ
以
ァ
白
状
ン
’
し
焉
也
総
シ
テ
依
ァ
三
愛
易
為
タ
ル
ニ
ニ
彼
ノ
所
謀
一
證
虚
モ
亦
存
リ
ニ
彼
ヵ

手
二
｜
也
其
レ
如
ナ
ル
時
ハ
レ
此
ノ
則
チ
非
ル
騨
二
拙
子
ヵ
所
ロ
ー
’
し
知
者
ソ
明
ケ
シ
也
且
ゥ
へ
豊
前
並
二

七
右
衛
門
共
二
企
テ
ニ
虚
事
ヲ
｜
訴
ル
ー
非
義
ヲ
｜
者
也
則
チ
其
ノ
所
ロ
ノ
レ
奉
ル
ー
於
證
捺
二
｜
之

印
ノ
書
モ
亦
共
二
疑
フ
ク
ハ
因
証
此
ノ
訴
訟
二
｜
新
二
妖
二
作
ス
ル
ヵ
之
ヲ
｜
歎
是
又
不
ル
レ
可
し
知
ル

ノ之

事

方

也

一
信
使
進
上
ノ
之
幣
物
増
益
之
事
汝
チ
錐
卜
モ
レ
申
ス
ト
ニ
不
ル
レ
知
ァ
之
由
ヲ
｜
其
到
ア
モ
ニ

日
本
国
王
使
と
し
て
は
認
め
ず
、
対
馬
の
使
者
と
し
て
扱
お
う
と
し
て
い
た
事
に
あ

（
別
）る
。
田
代
に
よ
れ
ば
、
一
行
が
将
軍
か
ら
の
国
書
を
携
え
て
い
な
か
っ
た
の
が
理
由

で

あ

る

。

徳
川
政
権
は
こ
こ
で
初
め
て
一
行
の
待
遇
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
事
を

知
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
審
議
以
前
か
ら
朝
鮮
側
の
出
方
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
審
議
を
し
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

奉
ル
ノ
レ
献
し
之
ヲ
時
二
｜
亦
終
二
不
ル
ャ
レ
知
プ
レ
之
ヲ
耶
余
奉
ァ
鮮
日
御
誌
御
尤
二
候
也
朝

鮮
ノ
之
幣
物
増
益
ノ
之
事
拙
子
全
ク
不
ル
ナ
リ
レ
知
プ
レ
之
ヲ
也
只
夕
聞
ノ
薑
、
ナ
リ
下
信
使
登
禮
ノ

之
日
於
ア
ニ
殿
中
二
’
七
右
衛
門
以
一
ア
ニ
目
録
ヲ
｜
配
．
列
ス
ル
ノ
之
ヲ
｜
之
由
ン
ヲ
上
也
雌
ト
モ
乙
其

ノ
後
莅
ァ
下
奉
ル
ノ
レ
備
へ
二
上
覧
二
｜
之
時
二
上
暑
窺
ヒ
ニ
燗
ル
ト
甲
之
ヲ
｜
然
ト
モ
未
タ
ス
レ
知
フ
下
其

ノ
愛
二
改
ソ
於
何
二
物
ヲ
｜
又
タ
増
中
補
ス
ル
事
ヲ
於
若
干
ヲ
上
也
其
ノ
故
依
テ
ナ
リ
三
其
ノ
前
日
柳
ヵ

不
ル
ニ
レ
知
ラ
ニ
彼
ノ
物
色
卜
數
量
ト
ヲ
｜
也
差
・
ン
献
上
ノ
之
物
品
ハ
迺
チ
信
使
登
拝
ノ
之
刻
：
一

時
ニ
奉
ル
時
ハ
レ
備
へ
二
之
ヲ
上
覧
二
｜
則
チ
幣
物
若
ン
有
一
フ
ハ
ニ
所
愛
一
信
使
可
キ
ヵ
レ
為
ナ
ス
ニ
疑

議
ヲ
｜
欺
信
使
既
二
不
ル
時
ハ
ニ
疑
議
七
｜
則
チ
他
誰
ヵ
又
夕
致
サ
ン
ャ
レ
盧
リ
ヲ
耶

一
御
所
丸
渡
海
ノ
之
事
其
ノ
使
ヒ
ハ
迺
テ
汝
チ
部
士
ニ
シ
テ
而
汝
テ
未
タ
ル
ノ
レ
知
ラ
ニ
其
事

ヲ
｜
之
言
依
ア
ニ
何
ノ
故
二
｜
然
ル
ャ
ノ
乎
之
旨
ナ
リ
也
余
奉
ァ
鮮
日
其
ノ
比
口
拙
子
依
ァ
三
珈
ヵ
有

ル
ニ
ニ
瘡
瘍
ノ
患
一
為
メ
ニ
養
生
ノ
｜
賜
ア
ニ
御
暇
ヲ
｜
而
在
リ
シ
ニ
京
師
二
｜
也
子
ニ
レ
時
調
興
從

リ
ニ
江
戸
一
以
二
其
ノ
僕
ノ
古
藤
三
郎
左
衛
門
ヲ
｜
告
ヶ
来
タ
シ
テ
曰
慶
長
十
二
年
ノ
之
信

使
謝
禮
ノ
之
議
ハ
錐
ト
モ
下
父
豊
前
ノ
守
既
二
遂
ア
ニ
言
上
ヲ
｜
為
シ
ニ
渡
海
ヲ
｜
畢
ン
ス
ト
上
其
至
ア

ハ
ニ
元
和
三
年
ノ
信
使
ノ
之
謝
禮
二
｜
酷
聲
フ
ナ
リ
ニ
延
引
二
｜
也
是
以
今
度
遂
ク
ル
時
ハ
ニ
言
上
ヲ

｜
則
チ
蒙
ル
ニ
ニ
上
意
ヲ
｜
日
亘
ク
キ
ナ
リ
ト
下
如
ク
ニ
先
例
ノ
｜
令
ン
ム
中
渡
海
セ
上
也
故
今
當
ニ
シ

レ
令
ム
ニ
之
ヲ
渡
海
一
也
云
云
而
ン
｜
ァ
迺
チ
古
藤
直
予
二
到
レ
州
二
其
ノ
指
訓
計
セ
シ
ナ
リ
於
余
官
及

上
諸
事
ヲ
｜
也
差
ン
依
ァ
下
彼
レ
既
二
告
ル
ー
中
蒙
ル
ノ
ニ
上
意
ヲ
｜
之
趣
ヲ
上
拙
子
毛
亦
曽
ァ
不
ル
ナ

リ
レ
到
レ
為
ス
ニ
ニ
疑
議
ヲ
｜
也
此
ノ
餘
総
ン
テ
公
議
ノ
之
事
彼
レ
告
ル
時
ハ
下
遂
ル
ノ
ニ
言
上
ヲ
｜
之

由
ヲ
上
則
拙
子
不
ル
ナ
リ
レ
及
レ
為
ス
ニ
ニ
疑
議
ヲ
｜
也
余
猶
ヲ
不
ス
レ
疑
ハ
実
況
ャ
於
ア
ラ
ャ
ニ
余
ヵ
諸

士
ナ
ル
者
ノ
ー
｜
只
夕
専
随
フ
ノ
ミ
ニ
豊
前
ヵ
所
ロ
ー
’
し
指
ス
也

一
御
所
丸
書
翰
ノ
之
議
汝
以
ア
ニ
何
ノ
故
一
不
ル
ャ
レ
知
ラ
レ
之
ヲ
乎
之
旨
ナ
リ
也
余
奉
ァ
鮮

日
其
ノ
書
シ
ニ
何
レ
ノ
旨
ヲ
｜
其
ノ
用
ル
ャ
ニ
何
レ
ノ
封
ヲ
｜
耶
全
ク
不
ル
ナ
リ
ニ
以
一
ァ
知
一
フ
｜
之
ヲ
也
差
シ

疑
ク
ハ
其
／
書
素
卜
可
キ
ヵ
レ
無
歎
其
ノ
故
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
也
者
彼
ノ
父
豊
前
景
直
渡
海
之
時
雛

ト
モ
レ
奉
ル
ト
レ
乞
ヒ
ニ
書
翰
事
ヲ
於
東
照
聖
君
一
一
終
二
不
ス
シ
テ
ニ
下
シ
賜
一
レ
焉
ヲ
而
只
蒙

ル
ノ
下
可
寿
ノ
ー
豊
前
守
空
手
ニ
シ
テ
渡
海
ス
｜
之
旨
上
意
ヲ
上
之
由
ン
薑
冬
既
二
調
興
言
ゴ
上

ス
ル
時
ハ
之
ヲ
也
則
其
ノ
書
可
キ
ノ
ニ
素
ト
ョ
リ
無
カ
ル
｜
者
必
ノ
セ
リ
実
可
キ
ヵ
ナ
レ
噺
シ
哉
余
ヵ
對
州
去

ル
事
二
中
國
ヲ
｜
悠
迩
風
俗
モ
亦
古
リ
タ
リ
也
故
二
居
ス
ル
ニ
家
臣
ノ
職
二
｜
者
無
シ
テ
レ
不
ス
ト
云
馴
下
毎

ニ
レ
事
如
ク
ニ
其
意
ノ
｜
指
計
七
上
而
彼
レ
元
来
嫉
ョ
忌
於
余
ヵ
餘
ノ
諸
士
ノ
扶
ゴ
攝
ス
ル
事
ヲ
於
其

ノ
事
ヲ
｜
故
二
彼
し
令
メ
｜
ァ
三
其
僕
四
五
人
ラ
シ
テ
代
ル
ヵ
ワ
ル
勤
メ
ニ
於
其
ノ
自
職
ヲ
｜
而
或
ハ
難
ト
モ
下

其
ノ
、
自
候
ス
ル
ノ
ニ
子
江
戸
二
｜
之
間
砂
余
ヵ
部
士
不
ス
三
敢
以
能
ク
計
ル
ル
駆
二
其
ノ
事
ヲ

｜
也
且
シ
彼
レ
以
レ
睦
ヲ
二
其
躬
二
｜
故
二
引
。
薦
テ
於
島
川
内
匠
卜
云
モ
ノ
ヲ
者
一
以
令
ン
ム
レ
指
ゴ
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柳川一件の審議の再検証

ノ

、

と

計
セ
於
朝
鮮
ノ
之
諸
事
ヲ
｜
也
惟
リ
非
ス
ニ
此
而
己
二
｜
又
自
リ
・
ン
｜
ア
レ
相
斗
續
於
蘇
長
老
一
而

コ

ノ

カ

タ

以
来
通
。
用
ス
ル
ノ
朝
鮮
二
一
之
書
翰
ハ
成
ナ
此
ノ
内
匠
ヵ
所
．
ナ
リ
レ
筆
ス
ル
也
又
余
平
日
思
惟

ス
錐
ト
モ
三
彼
レ
元
卜
為
タ
リ
ト
ニ
余
ヵ
家
子
一
又
恭
ク
有
ル
三
時
々
賜
フ
事
二
於
先
君
ノ
御
意
ヲ
｜

者
ナ
ル
時
ハ
則
或
ハ
錐
し
有
ト
レ
蔑
ロ
ニ
ス
ル
事
二
於
余
ヲ
｜
必
ス
於
テ
ハ
ニ
公
議
ノ
之
事
二
｜
不
ル
レ
可
レ

有
二
相
背
ク
事
一
者
也
卜
然
ル
ー
今
畢
ア
ニ
積
年
之
邪
ヲ
｜
妖
一
朝
二
、
自
顯
ス
ニ
其
罪
ヲ
｜
於
ア

レ
是
二
始
テ
驚
駿

一
、
書
翰
愛
易
之
議
父
チ
對
馬
ノ
守
有
ル
レ
所
ロ
レ
知
ル
之
由
ン
豊
前
訴
プ
レ
之
ヲ
也
汝
チ
其

レ
以
カ
レ
何
ヲ
鮮
ヤ
ノ
レ
之
ヲ
耶
之
旨
子
ナ
リ
也
余
奉
ァ
鮮
日
上
意
敬
ァ
承
り
候
也
蓋
ン
一
乱

己
来
朝
鮮
不
ス
レ
通
七
依
テ
レ
之
二
考
チ
チ
對
馬
ノ
守
蒙
ア
ニ
上
意
ヲ
｜
而
計
ル
ー
和
睦
ノ
事
ヲ
｜

也
迺
チ
令
ス
ル
時
ハ
ニ
郎
從
柳
川
下
野
ノ
守
調
信
同
ク
其
／
子
景
直
二
｜
則
事
成
ツ
テ
而
還
ル
故

コ

ノ

カ

タ

ニ
達
ン
テ
ニ
其
趣
ヲ
於
上
聞
二
｜
而
以
来
以
テ
ニ
朝
鮮
ノ
之
諸
事
ヲ
’
一
二
任
ス
ニ
彼
方
之
指
計

二
｜
到
ア
モ
レ
今
豊
前
二
｜
亦
令
シ
ム
レ
継
カ
ニ
其
ノ
祖
業
ヲ
｜
也
其
ノ
錐
卜
モ
レ
為
タ
リ
ト
ニ
余
ヵ
陪
臣
一

殊
一
厚
キ
ー
子
上
聞
そ
｜
者
ノ
ハ
為
メ
ノ
レ
之
ヵ
故
ナ
リ
也
且
シ
彼
ノ
者
ノ
ハ
從
リ
ニ
父
祖
一
至
ル
迄
ノ
レ

今
以
ア
レ
受
二
列
ス
ル
ヲ
於
朝
鮮
之
官
職
一
一
故
二
鏑
カ
ニ
私
ン
シ
｜
ア
ニ
両
國
一
一
蝉
マ
ニ
作
ス
ナ
リ
ニ
非

義
ヲ
｜
也
如
雫
ノ
此
ノ
之
逆
謀
余
ヵ
父
全
ク
不
ス
レ
可
レ
作
ス
也
今
其
ノ
因
ア
ニ
既
二
逝
兼
去
ル
ー
｜

Ｊ

／

『

か

、

以
テ
為
ス
ル
ニ
窓
マ
ニ
訴
ル
事
ヲ
’
し
之
耳
抑
又
如
ン
ハ
ニ
彼
ノ
父
豊
前
守
ヵ
之
悪
謀
ノ
’
七
右
衛
門

露
。
顯
ス
ル
時
ハ
之
ヲ
｜
則
誰
ヵ
以
為
セ
ン
ャ
レ
無
ト
レ
之
耶

一
、
從
者
ノ
之
非
義
如
ク
レ
斯
慈
積
ン
テ
而
汝
チ
無
キ
ニ
ー
ト
シ
テ
而
知
ル
事
一
し
之
ヲ
者
ノ
ハ
何
ソ
ャ

乎
之
旨
ナ
リ
也
余
奉
テ
鮮
日
上
意
御
尤
二
候
也
錐
三
彼
ノ
者
ノ
為
ト
ー
余
ヵ
郎
從
一
或
ハ
時

時
依
一
ア
レ
遂
ク
ル
ニ
ニ
登
拝
ヲ
｜
特
リ
異
ナ
リ
ニ
他
州
ノ
臣
一
是
ヲ
以
テ
錐
三
相
從
ツ
テ
到
ル
ト
ニ
諸
執
事

二
｜
然
モ
其
座
位
モ
亦
不
シ
テ
ニ
必
ス
嚴
別
ナ
｜
フ
｜
殆
卜
似
リ
下
無
二
上
下
之
別
チ
｜
者
ノ
ー
上
是
皆
ナ

ロ

ウ

シ

ュ

ウ

諸
執
事
十
目
ノ
所
．
ナ
リ
レ
視
鵬
也
又
以
レ
陪
ス
ル
ヲ
ニ
余
ヵ
縁
者
ノ
席
二
’
一
寄
ア
ニ
晒
州
／
事
ヲ

｜
任
ス
ル
ヵ
ニ
彼
ヵ
指
計
二
｜
故
二
或
ハ
恐
ル
ル
ヵ
ニ
其
ノ
權
二
｜
靭
ヵ
無
ン
下
告
ル
ー
其
ノ
非
義
ヲ
｜
者
上
先

シ
是
ヨ
リ
ニ
三
士
適
マ
タ
マ
有
リ
ニ
評
ス
ル
レ
彼
ノ
非
ヲ
者
一
彼
レ
乃
チ
託
シ
テ
ニ
上
意
二
一
以
威
ナ
誹

七
・
ン
ナ
リ
コ
殺
焉
ヲ
｜
也
爾
ン
カ
ッ
シ
ョ
リ
来
縦
上
有
ル
モ
レ
知
ル
事
二
其
ノ
悪
為
ヲ
｜
亦
無
ン
二
敢
ァ
以
告
ク
ル

者
ノ
｜
依
ア
レ
是
二
拙
子
全
ク
不
ル
ナ
リ
レ
知
し
之
ヲ
也
若
シ
其
ノ
或
ハ
有
一
フ
ハ
ニ
余
ヵ
過
答
一
何
ヲ
以
ヵ

欲
シ
ャ
下
頻
年
已
降
汲
汲
ト
シ
テ
訴
ア
ニ
執
事
二
｜
仰
ァ
達
セ
ン
ト
中
之
ヲ
上
聞
一
上
耶
伏
シ
テ
希
垂

し

玉

へ

二

照

察

ヲ

｜

焉

義
成
の
御
前
審
議
の
内
容
は
以
上
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
主
に
国
書
の
偽
造
・
改
霞
・
す
り
替
え
の
実
態
で

あ
る
。
こ
の
場
に
お
い
て
、
改
め
て
、
一
連
の
不
正
が
柳
川
氏
の
主
導
で
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
、
宗
氏
が
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
審
議
は
以
上
で
終
わ
り
、
翌
日
に
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容

は
以
下
の
と
お
り
。
覚

一
、
嶋
川
内
匠
死
罪
可
被
申
付
事
付
男
子
不
残
為
同
罪
家
財
者
致
關
所
其
所
へ

可

被

置

之

事

一
、
松
尾
七
右
衛
門
男
子
不
残
死
罪
可
被
申
付
之
家
財
者
致
閥
所
其
所
二
置
可

被

申

事

一
、
宗
讃
岐
義
を
差
添
江
戸
へ
可
被
召
寄
事
付
男
子
不
残
對
馬
守
江
被
成
御
預
候

家

財

者

關

所

仕

其

所

二

可

置

申

事

一
、
柳
川
豊
前
守
對
馬
二
有
之
家
財
者
致
閥
所
其
所
二
可
被
置
之
事

一
、
方
長
老
自
分
之
財
寶
致
閥
所
其
所
二
可
被
置
之
事

一
、
流
芳
院
自
分
之
財
寶
致
閼
所
其
所
二
可
被
置
之
事

以

上

寛

永

十

二

亥

三

月

十

四

日

伊

豆

在

印

讃

岐

在

印

大

炊

在

印

宗

對

馬

守

殿

徳
川
政
権
の
直
参
に
な
る
べ
く
、
宗
氏
の
不
正
を
訴
え
た
柳
川
氏
で
あ
っ
た
が
、

完
全
な
敗
訴
で
終
わ
っ
て
い
る
。

偽
造
文
書
を
作
成
し
た
嶋
川
内
匠
、
不
正
の
主
導
者
で
あ
る
松
尾
七
右
衛
門
は
一

族
の
男
子
と
共
に
死
罪
と
な
り
、
家
財
は
没
収
さ
れ
た
上
、
宗
義
成
預
か
り
と
な
っ

た
。
そ
し
て
柳
川
調
興
と
、
柳
川
氏
の
菩
提
寺
の
住
職
で
あ
る
流
芳
院
は
財
産
を
没

収
さ
れ
た
上
、
宗
義
成
預
か
り
と
な
っ
た
。

罰
せ
ら
れ
た
の
は
柳
川
氏
側
の
人
間
だ
け
で
な
く
宗
氏
側
の
人
間
に
ま
で
及
ん
で

い
る
。
宗
讃
岐
は
元
和
七
年
の
御
所
丸
の
副
使
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
家
財
没
収
の

上
、
一
族
の
男
子
義
成
預
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
玄
方
長
老
も
国
書
偽
造
の

責
任
に
よ
り
家
財
没
収
の
上
流
罪
と
な
っ
て
い
る
。

柳
川
氏
の
敗
訴
と
い
う
形
で
決
着
は
付
い
た
も
の
の
、
不
正
の
責
任
は
宗
氏
側
も
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問
わ
れ
る
と
い
う
形
に
な
っ
た
。
こ
の
判
決
に
関
し
て
田
代
は
、
喧
嘩
両
成
敗
の
論

理
が
働
い
た
と
論
じ
て
い
る
麺
、
暗
一
嘩
両
成
敗
と
は
本
来
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
両

者
と
も
罰
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
家
騒
動
で
あ
れ
ば
両
者
と
も
取
り
潰
さ
れ
る
の
が

本
来
の
あ
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
氏
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
荒
野
が
指

摘
し
て
い
る
と
お
り
、
徳
川
政
権
が
目
論
む
日
朝
関
係
を
維
持
す
る
と
い
う
意
図
が

働
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
喧
嘩
両
成
敗
と
論
じ
る
の

は
誤
り
で
あ
り
、
徳
川
政
権
の
政
治
的
意
図
が
働
い
た
判
決
と
論
じ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

朝
鮮
と
の
交
渉
は
引
き
続
き
宗
氏
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

柳
川
一
件
の
審
議
が
終
了
し
た
後
も
未
解
決
な
課
題
が
二
点
ほ
ど
あ
っ
た
。
一
つ

目
が
、
外
交
文
書
作
成
を
だ
れ
が
担
う
か
、
二
つ
目
は
、
将
軍
の
呼
称
を
ど
う
す
る

か
、
で
あ
る
。

柳
川
一
件
以
前
は
以
酊
庵
の
玄
方
長
老
が
外
交
文
書
作
成
を
担
っ
て
い
た
が
、
今

回
の
判
決
に
よ
り
流
罪
と
な
っ
て
し
ま
い
、
扱
え
る
も
の
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
義
成
は
徳
川
政
権
に
玄
方
長
老
の
代
わ
り
を
担
う
人
材
の
派
遣
を
要
求

し
た
。
最
初
の
う
ち
は
な
か
な
か
要
求
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に

は
京
都
福
寺
の
宝
勝
院
隣
西
堂
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
京
都

五
山
の
高
僧
が
交
代
で
外
交
文
書
作
成
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

外
交
文
書
作
成
に
第
三
者
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
以
酊
庵
輪

番
制
で
あ
る
。

二
つ
目
は
将
軍
の
外
交
上
の
呼
称
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
国

書
偽
造
問
題
と
は
、
徳
川
政
権
が
朝
鮮
側
に
遣
わ
し
て
い
た
書
契
に
お
け
る
将
軍
の

呼
称
が
「
日
本
国
源
某
」
が
「
日
本
国
王
」
と
書
き
替
え
ら
れ
、
年
号
も
日
本
の
も
の

で
は
な
く
明
の
も
の
に
書
き
替
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
足
利
政
権
以
来
の

外
交
の
慣
例
上
、
日
本
か
ら
朝
鮮
に
宛
て
て
書
く
書
契
に
は
「
日
本
国
王
」
を
用
い

（

釘

）

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
慶
長
の
朝
鮮
通
信
使
を
来
聰
さ
せ
る
に
あ

た
っ
て
、
徳
川
家
康
の
国
書
を
偽
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
に
「
日
本
国
王
」

号
と
明
の
年
号
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
朝
鮮
側
か
ら
は
将
軍
の
呼
称
を
「
日

（

別

）

本
国
王
」
と
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
要
求
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

国
書
の
偽
造
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
偽
造
が
発
覚
し
、

徳
川
将
軍
の
国
際
的
称
号
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
採

お
わ
り
に

本
稿
で
は
柳
川
一
件
の
審
議
の
実
態
の
再
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の

研
究
に
お
い
て
見
落
と
さ
れ
た
審
議
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
審
議
の
過
程
を
再
検
証
す
る
意
義
は
、
当
時
の
徳
川
政
権
が
ど
の
よ

う
な
問
題
関
心
を
持
っ
て
朝
鮮
外
交
に
当
た
っ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
あ
る
。

従
来
は
、
近
世
の
日
朝
外
交
体
制
の
成
立
過
程
の
一
つ
と
し
て
し
か
見
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
か
、
審
議
の
内
容
が
詳
細
に
検
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
、

近
世
日
朝
外
交
体
制
成
立
の
過
程
に
お
い
て
国
書
偽
造
改
霞
が
行
わ
れ
、
首
謀
者
が

用
さ
れ
た
の
が
「
大
君
」
で
あ
る
。
大
君
号
が
採
用
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
は
荒
野
が
『
寛

（

弱

）

永
十
三
丙
子
年
朝
鮮
信
使
記
録
」
を
元
に
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

徳
川
政
権
は
、
足
利
将
軍
以
来
続
い
て
い
る
「
朝
鮮
蔑
視
」
の
観
念
を
継
承
し
た

上
で
朝
鮮
外
交
に
当
た
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
朝
鮮
宛
の
国
書
に
お

い
て
将
軍
の
呼
称
を
「
日
本
国
王
」
と
は
せ
ず
、
「
日
本
国
源
某
」
と
し
て
い
た
。
そ

の
一
方
で
朝
鮮
側
の
国
害
に
お
い
て
「
日
本
国
王
」
の
称
号
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
黙

認
し
て
い
た
。
当
時
の
東
ア
ジ
ア
で
は
、
国
交
を
結
ぶ
た
め
に
は
明
か
ら
冊
封
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
、
明
の
属
国
同
士
が
対
等
な
関
係
を
結
ぶ
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い

た
．
し
か
し
、
日
本
は
朝
鮮
と
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
朝

鮮
よ
り
上
意
の
国
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
「
朝
鮮
蔑
視
」
の
概
念
を
継
承
し
つ

つ
、
明
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
暖
昧
な
態
度

を
取
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
外
交
ス
タ
ン
ス
が
家
光
政
権
の
時
期
ま
で
続
い
て
い

た
。
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
大
君
」
号
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は

林
道
春
と
永
喜
が
、
「
国
王
」
「
将
軍
」
と
い
う
称
号
を
使
わ
ず
に
徳
川
将
軍
の
国
内

に
お
け
る
位
置
づ
け
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
案
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
将

軍
の
呼
称
と
し
て
正
式
に
採
用
さ
れ
た
。

以
酊
庵
輪
番
制
が
成
立
し
、
将
軍
の
外
交
上
の
呼
称
に
「
大
君
」
を
採
用
す
る
と

い
う
外
交
方
針
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
朝
鮮
側
に
通
達
し
た
と

こ
ろ
、
す
ん
な
り
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
寛
永
一
三
（
一
六
三
六
）
年
の
朝
鮮
通

信
使
来
日
に
よ
っ
て
、
近
世
の
日
朝
外
交
体
制
が
正
式
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
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柳川一件の審議の再検証

罰
せ
ら
れ
た
事
件
と
し
て
し
か
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い

か
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
徳
川
政
権
の
問
題
関
心
を
知
る
こ
と
こ
そ
、
近
世

の
日
朝
外
交
体
制
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
そ
の
問
題
関
心
を
知
る
べ
く
審
議
の
再
検
証
を
試
み
た
が
、
ま
だ
ま

だ
検
証
す
べ
き
課
題
は
山
ほ
ど
あ
る
。

柳
川
氏
が
敗
訴
し
た
こ
と
、
対
馬
藩
の
記
録
の
保
存
体
系
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
馬
に
お
け
る
柳
川
一
件
関
係
の
一
次
史
料
の
残
存
状
況
は

よ
く
な
い
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
徳
川
政
権
側
の
記
録
や
朝
鮮
側
の
記
録
を
頼

り
に
実
態
解
明
を
試
み
て
い
る
が
、
未
解
決
な
部
分
は
多
い
。
~

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
審
議
開
始
の
遅
れ
で
あ
る
。
宗
氏
と
柳
川
氏
が
訴
え
を
起
こ

し
た
の
は
寛
永
八
年
だ
が
、
本
格
的
な
審
議
の
開
始
は
三
年
後
の
寛
永
二
年
で
あ

る
。
そ
の
間
の
徳
川
政
権
内
の
状
況
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
政
権
の
重
臣

層
は
朝
鮮
と
の
外
交
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
な
ど
解
明
す
べ
き
点
は
あ

（
記
）

ブ
（
》
Ｏ

今
後
は
徳
川
政
権
の
権
力
構
造
に
焦
点
を
当
て
て
、
柳
川
一
件
の
再
検
討
を
続
け

て
い
き
た
い
。

注
（
１
）
田
中
健
夫
「
対
外
関
係
と
文
化
交
流
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
）
一
九

五

頁

。

（
２
）
国
交
回
復
当
初
は
「
回
答
兼
刷
還
使
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
正
式
に
朝
鮮
通

信
使
と
な
っ
た
の
は
寛
永
一
三
年
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
柱
と
な
る
史
料
、

『
寛
永
十
三
丙
子
年
朝
鮮
信
使
記
録
』
の
記
事
に
合
わ
せ
て
「
朝
鮮
通
信
使
」
と

呼

ぶ

こ

と

に

す

る

。

（
３
）
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
戦
後
中
村
栄
孝
が
初
め
て
論
じ
、
そ
の
後
の
研

究
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

〈
４
）
田
中
健
夫
「
鎖
国
成
立
期
に
お
け
る
朝
鮮
と
の
関
係
」
『
朝
鮮
学
報
』
第
三
十

四
輯
（
一
九
六
五
年
一
月
、
四
二
頁
）
。

（
５
）
田
中
前
掲
書
四
二
～
四
三
頁
。

（
６
）
荒
野
泰
典
「
大
君
外
交
体
制
の
確
立
」
「
鎖
国
罠
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）
を

参

照

。

（
７
）
荒
野
前
掲
書
、
一
七
五
～
一
七
九
頁
。

（
８
）
荒
野
前
掲
書
、
一
七
九
頁
、
一
八
七
～
一
九
四
頁
。

（
９
）
田
代
和
生
「
日
朝
外
交
体
制
の
確
立
」
「
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
（
創
文

社
、
一
九
八
一
年
）
一
二
一
頁
。

（
皿
）
田
代
和
生
「
書
き
替
え
ら
れ
た
国
耆
ｌ
徳
川
・
朝
鮮
外
交
の
舞
台
裏
ｌ
」
（
中

公
新
書
、
一
九
八
三
年
）
一
六
二
～
一
六
九
頁
。

（
Ⅱ
）
高
橋
公
明
「
慶
長
十
二
年
の
回
答
兼
刷
還
使
の
来
日
に
つ
い
て
の
一
考
察

ｌ

近

藤

守

重

説

の

再

検

討

」

『

名

古

屋

大

学

文

学

部

研

究

論

集

』

Ｘ

Ｃ

Ⅱ

（

史

学
三
二
（
名
古
屋
大
学
文
学
部
、
一
九
八
五
年
）
九
三
～
一
○
四
頁
。

（
吃
）
閾
徳
基
「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
中
の
韓
日
関
係
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一

九
九
四
年
）
九
七
～
一
五
二
頁
。

（
Ｂ
）
米
谷
均
「
近
世
初
期
日
朝
関
係
に
お
け
る
外
交
文
書
の
偽
造
と
改
窟
」
「
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
第
四
一
輯
第
４
分
冊
』
（
早
稲
田
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
、
一
九
九
六
年
）
一
二
～
三
三
頁
。

（
皿
）
荒
野
前
掲
書
、
一
五
六
頁
。

（
鴫
）
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
八
（
二
五
六
～
二
六
二
頁
）
、
宗
義
成
。

（
略
）
「
同
書
』
第
八
（
二
五
六
～
二
六
二
頁
）
、
宗
義
成
。

（
Ⅳ
）
「
同
書
」
第
八
（
二
五
六
～
二
六
二
頁
）
、
宗
義
成
。

（
肥
）
以
下
は
、
田
中
前
掲
言
、
二
九
～
六
二
頁
、
荒
野
泰
典
「
幕
藩
制
国
家
と
外

交
ｌ
対
馬
藩
を
素
材
と
し
て
」
扇
史
学
研
究
別
冊
特
集
ｌ
世
界
史
認
識
に

お
け
る
民
族
と
国
家
ｌ
』
（
歴
史
学
研
究
会
編
、
青
木
書
店
、
一
九
七
八
年
一

一
月
、
九
五
～
一
○
五
頁
）
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
と
に
し
た
。

（
四
）
寛
永
一
○
（
一
六
三
三
）
年
に
一
度
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
将
軍
家

光
の
上
洛
と
重
な
り
、
上
洛
が
終
了
す
る
ま
で
延
期
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
卯
）
「
寛
永
十
三
丙
子
年
朝
鮮
信
使
記
録
」
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
こ
れ
を

典

拠

と

す

る

。

従
来
の
研
究
で
は
こ
の
史
料
を
も
と
に
柳
川
一
件
の
審
議
が
論
じ
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
宗
義
成
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
史
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最

も
信
遍
性
が
高
い
史
料
で
あ
る
と
判
断
し
、
本
稿
の
柱
と
し
て
使
っ
た
。
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（
虹
）
田
代
和
生
「
日
朝
外
交
体
制
の
確
立
」
『
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
（
創
文

社
、
一
九
八
一
~
年
）
一
二
一
頁
。

（
躯
）
田
代
和
生
は
、
著
書
『
書
き
替
え
ら
れ
た
国
書
ｌ
徳
川
・
朝
鮮
外
交
の
舞
台

裏
ｌ
」
（
中
公
新
書
、
一
九
八
三
年
）
の
中
で
、
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
認
）
田
代
前
掲
書
、
一
三
五
頁
。

（
鯉
）
審
議
に
先
立
ち
、
寛
永
二
（
一
六
三
四
）
年
一
二
月
一
日
に
、
重
臣
と
古

川
右
馬
助
（
義
成
の
家
臣
）
と
の
間
で
い
か
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
さ
れ
て
い

う

（

や

Ｏ

十
二
月
朔
為
メ
ニ
昨
晩
ノ
答
／
｜
令
ム
ル
鯵
ハ
下
余
ヵ
家
老
古
川
右
馬
助
ヲ
｜
到
中
諸
執

權
二
上
則
諸
老
言
テ
曰
對
馬
ノ
守
所
ロ
ノ
レ
造
下
於
本
州
ノ
留
守
居
人
井
二
附
ケ
コ
置
ク
ノ

子
釜
山
浦
二
｜
之
士
等
二
上
之
書
状
可
シ
ニ
只
今
持
チ
来
ル
｜
焉
其
レ
為
メ
ニ
ト
レ
加
ン
カ
ニ

印
證
ヲ
｜
也
云
云
依
ア
レ
是
二
調
へ
二
書
状
ヲ
｜
呈
ン
二
諸
老
二
｜
而
告
一
ァ
曰
総
ナ
自
リ
ニ
古

来
一
使
ン
ム
ル
レ
渡
。
海
朝
鮮
二
｜
者
ノ
ニ
ハ
必
附
ン
二
一
封
ノ
吹
畢
ヲ
｜
以
遣
ス
レ
焉
也
依
ァ
下

若
ン
此
無
キ
時
ハ
ニ
吹
畢
一
則
彼
ノ
地
為
ス
ニ
中
猶
豫
ヲ
上
今
為
メ
ニ
ヵ
レ
之
告
ク
ト
レ
焉
ヲ
也
云

云
諸
老
相
議
シ
テ
曰
然
ラ
ハ
則
其
可
キ
ナ
リ
ト
下
以
二
吹
畢
ノ
之
銅
印
ヲ
｜
封
ス
中
此
書
ヲ
上

也
云
云
故
二
證
ン
二
調
興
ヵ
符
印
ヲ
於
其
ノ
書
ノ
之
下
モ
ニ
｜
證
ン
二
余
ヵ
符
印
ヲ
於
其
ノ

之
上
：
二
｜
且
シ
令
シ
ム
ニ
隻
方
ノ
使
者
ヲ
言
ァ
同
船
ン
テ
渡
海
一
也
此
ノ
日
依
ア
ヵ
三
余
印
在

ル
ー
對
州
二
｜
議
ン
テ
ニ
於
篠
田
九
郎
左
衛
門
ノ
尉
横
田
格
左
衛
門
ノ
尉
二
｜
而
子
テ
ニ

對
州
二
｜
證
ス
ニ
之
ヲ
件
ノ
両
検
使
ノ
目
前
二
｜
焉
調
興
ヵ
印
ハ
於
テ
ニ
江
戸
二
｜
證
ス
レ

（
妬
）
田
代
和
生
「
寛
永
六
（
仁
祖
七
、
一
六
二
九
）
、
対
馬
使
節
の
朝
鮮
国
「
御
上

京
毎
日
記
」
と
そ
の
背
景
（
二
」
『
朝
鮮
学
報
」
第
九
十
六
輯
（
一
九
八
○
年
七

月
、
八
五
～
九
五
頁
）
、
「
寛
永
六
（
仁
祖
七
、
一
六
二
九
）
、
対
馬
使
節
の
朝

鮮
国
「
御
上
京
毎
日
記
」
と
そ
の
背
景
（
二
）
薑
朝
鮮
学
報
」
第
九
十
八
輯
（
一
九

八
一
年
一
月
、
六
三
～
七
六
頁
）
、
「
寛
永
六
（
仁
祖
七
、
一
六
二
九
）
、
対
馬

使
節
の
朝
鮮
国
「
御
上
京
毎
日
記
」
と
そ
の
背
景
（
三
）
」
「
朝
鮮
学
報
』
第
一
○

は
、
こ
の
記
事
か
ら
は
全
て
読
み
取
る
こ
と
は
で
圭

れ
た
書
状
を
も
と
に
審
議
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
重
臣
は
義
成
に
、
以
前
本
州
の
留
守
居
人
や
釜
山
浦
派
遣

の
家
臣
に
宛
て
た
書
状
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
時
の
詳
細
な
や
り
取
り

は
、
こ
の
記
事
か
ら
は
全
て
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
時
提
出
さ

｜
輯
二
九
八
一
年
一
○
月
、
五
一
～
一
○
八
頁
）
。

焉
ヲ

（
妬
）
荒
野
前
掲
書
、
一
七
○
頁
。

（
”
）
こ
の
時
の
正
使
は
玄
方
長
老
、
副
使
は
宗
讃
岐
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
八

〔
二
五
六
～
二
六
二
頁
〕
、
宗
義
成
よ
り
）
。

（
錫
）
荒
野
前
掲
書
一
六
四
～
一
六
六
頁
、
田
代
和
生
「
書
き
替
え
ら
れ
た
国
書
ｌ

徳
川
・
朝
鮮
外
交
の
舞
台
裏
ｌ
貢
中
公
新
書
、
一
九
八
三
年
、
五
五
～
六
○
頁
）
。

（
豹
）
田
代
前
掲
書
、
六
二
～
六
五
頁
。

（
鋤
）
田
代
前
掲
害
、
九
五
頁
。

（
鉦
）
田
代
前
掲
書
、
七
二
頁
。

（
躯
）
田
代
前
掲
書
、
一
五
五
頁
。

（
詔
）
田
代
前
掲
書
、
三
九
頁
。

（
弘
）
慶
長
の
朝
鮮
通
信
使
の
帰
国
後
、
将
軍
の
書
契
に
「
日
本
国
王
号
」
が
用
い

ら
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
正
使
呂
祐
吉
、
副
使
慶
暹
、
従
事
官
丁
好
寛
が

処
罰
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
（
三
宅
英
利
「
近
世
日
朝
関
係
史
の
研

究
」
〔
文
献
出
版
、
一
九
八
六
年
、
一
七
五
頁
〕
よ
り
）
。

（
弱
）
荒
野
前
掲
書
、
一
八
一
～
一
八
四
頁
。

（
調
）
田
中
健
夫
は
「
鎖
国
成
立
期
に
お
け
る
朝
鮮
と
の
関
係
」
『
中
世
対
外
関
係
史
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
二
六
一
頁
）
に
お
い
て
朝
鮮
と
の
通
交

貿
易
を
望
ん
で
い
た
の
は
対
馬
で
あ
っ
て
幕
府
で
は
な
か
っ
た
、
と
指
摘
し
て

い

る

。

（
本
学
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
課
程
）
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